
再生紙を
使用しています。

ベジタブルインクを
使用しています。

決算特別委員会（～６日）
全国競輪主催地議会議長会役員会（書面議決）
北信越市議会議長会理事会（書面議決）
北信越市議会議長会評議員会（書面議決）
令和２年度中核市議会議長会第２回総会（書面議決）
第127回全国競輪主催地議会議長会臨時総会（書面議決）
福井県市町議会議員合同研修会
新型コロナウイルス等影響対策特別委員会
議会運営委員会
定例福井県市町総合事務組合議会
第49回福井県自治会館組合議会定例会
福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会
福井県市議会議長会中央要望活動（～５日）（東京都）
全国市議会議長会 第221回理事会・第109回評議員会合同会議
全国市議会議員互助会 第４回代議員会
福井市議会市内視察
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会 議会運営等懇話会（あわら市）
議会運営委員会、議員全員協議会
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会 議員全員協議会、
第179回定例会（あわら市）

10月５日
６日
８日
19日
21日
22日
26日
27日
30日

11月２日

４日

５日

６日
10日
24日

26日

議員全員協議会、本会議

議会運営委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

総務委員会、建設委員会

教育民生委員会、
経済企業委員会

議会運営委員会

議員全員協議会、本会議

11月30日

12月１日

７日

８日

９日

10日

11日

15日

17日
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議会日誌 （令和 2年 10 ～ 12 月） 12 月定例会

● 

議
長
室
を
訪
問
し
ま
し
た
！

　  
…

…
…

…
…

…
…

…
 

２
ペ
ー
ジ

議
員
26
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

詳
細
は
５
〜
10
ペ
ー
ジ

委
員
会
審
査

詳
細
は
４
ペ
ー
ジ

定
例
会
（
11
月
30
日
〜
12
月
17
日
）

12月市
長
提
出
の
議
案
43
件
、
報
告
３
件
を

審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ

主
な
議
案
は
３
ペ
ー
ジ

議
員
提
出
の
議
案
２
件
を
審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ

　
平
成
29
年
度
か
ら
栽
培
を
行
っ
て
い
る
三
里
浜
オ

リ
ー
ブ
畑
を
視
察
し
ま
し
た
。
三
里
浜
オ
リ
ー
ブ
生

産
組
合
の
方
か
ら
、
栽
培
管
理
や
商
品
化
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
向
け

て
活
発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
学
校
規
模
適
正
化
及
び
北
陸
新
幹
線

建
設
に
関
し
て
、
市
内
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

  

三
里
浜
砂
丘
地
の

　
　
　
　
オ
リ
ー
ブ
畑
を
視
察

請
願
３
件
を
審
議
し
ま
し
た

審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ

編 集 後 記

お問い合わせお問い合わせ

次回は

日程は
ホームページに

掲載します

　　　　　  です
３月定例会

特

集

記

事

　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４回
（３・６・９・12月）開催される定例会で審議されますので、提出時
期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わせください。

請願・陳情等の提出について

なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル121ch
で生中継及び録画放送されます。

傍聴をご希望される方へ

新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止に向けて、一定の間隔を確保してご着席いただく
ため、当分の間、傍聴席への入場を下記のとおり制限させていただきます。
・議場：40人まで　うち車イス4席（本会議及び議員全員協議会など）
・各委員会室：2人まで（常任委員会など）
※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装でお越しいただくことをおすすめします。

　12 月定例会では、議場において
全員がマスク着用やソーシャル
ディスタンスを保つことに加えて、

新たに演壇等への飛沫感染防止用アクリル板の設置や発言
者ごとの消毒など、徹底した新型コロナウイルス感染予防
策を講じました。
　一般質問では26人もの議員が質問を行い、感染症対策の
ほか、北陸新幹線整備や再開発事業、地域振興策など多岐に
わたる分野において活発な議論が行われました。今後も市
民の皆様のために、議会活動を通して市政発展のために尽
力致してまいります。

（藤田・伊藤）

議会事務局 庶務課0776‐20‐5506

傍聴して
みませんか

一般質問の録画映像を
スマートフォンやタブレット端末で

ご覧いただけます。

市議会ＨＰはこちらから

本会議

常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会

傍聴できる会議

定員97人　うち車イス６席

総務、建設、教育民生、経済企業

新型コロナウイルス等影響対策、予算

一般質問ページにおいて、各議員の顔写
真欄にある二次元コードをスマートフォン
やタブレット端末から読み取ると、その議
員の一般質問の動画がご覧
いただけます。

ふくい

福井市議会　日程 検索
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今
回
議
決
し
た
主
な
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、

11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

主
な
議
案

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
令
和
元
年
度
各

会
計
（
一
般
・
特
別
・
企
業
）
決

算
の
認
定
等
に
つ
い
て
審
査
す
る

た
め
、10
月
５
日
、６
日
の
２
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
各

会
計
決
算
の
認
定
等
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
及
び

認
定
し
ま
し
た
。

（
各
会
計
決
算
は
左
記
の
表
参
照
）

条
　
　
例

各
会
計
決
算
の
認
定

人
事
案
件

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

令
和
２
年
度
補
正
予
算

（単位：円）

会計区分

区　分 収　入 支　出 収　支会 計

歳入決算額 歳出決算額
一　般　会　計

特 

別 

会 

計

下水道
事業

ガス
事業

水道
事業

簡易水道
事業

国 民 健 康 保 険
国民健康保険診療所
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
母子父子寡婦福祉資金貸付
競 輪
宅 地 造 成
中 央 卸 売 市 場
駐 車 場
集 落 排 水
地 域 生 活 排 水
福 井 駅 周 辺 整 備

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

106,038,084,211
22,979,185,112

3,274,489
3,548,577,322

25,650,902,564
8,073,565

10,571,673,379
1,212,286,606

753,374,591
56,305,405

785,538,357
192,548,736
439,725,763

172,239,550,100

10,246,235,972
6,171,529,463
3,155,318,008

1,165,094
5,723,191,568

860,067,098
266,873,015
174,143,880

8,477,819,851
9,583,275,263
2,274,812,327
1,151,305,444
4,274,661,365
2,877,043,353

272,328,652
232,557,668

1,768,416,121
△ 3,411,745,800

880,505,681
△ 1,150,140,350

1,448,530,203
△ 2,016,976,255

△ 5,455,637
△ 58,413,788

103,604,780,430
22,721,911,774

2,711,300
3,547,859,028

25,468,887,786
33,432

10,491,448,977
1,194,014,852

753,220,735
47,835,155

785,453,306
187,803,336
439,725,763

169,245,685,874

令和元年度 一般会計・特別会計決算総括表

合　　計

（単位：円）
令和元年度 企業会計決算総括表

●収益的収支：（料金収入等）－（サービスの提供に必要な経費等）
●資本的収支：（企業債等）－（建設改良費や企業債元金償還金等）
●各企業会計の資本的収支における不足額は、消費税資本的収支調整額や損益勘定留保資金などで
　補てんしています。
●消費税を含む金額です。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関

す
る
事
業
等
の
実
施
や
職
員
給
与

費
等
の
改
定
に
よ
り
、
一
般
会
計

で
６
億
８
，１
１
２
万
５
千
円
を
増

額
、
特
別
会
計
で
25
億
３
，４
３
９

万
６
千
円
を
増
額
、
企
業
会
計
で

３
７
２
万
１
千
円
を
減
額
す
る
も

の
で
す
。

　
補
正
後
の
各
会
計
の
予
算
額

は
、
一
般
会
計
で
１
，４
６
６
億

７
，７
７
９
万
１
千
円
、
特
別
会
計

　
国
家
公
務
員
及
び
福
井
県
職
員

の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧
告
の
状

況
等
を
考
慮
し
、福
井
市
常
勤
の
特

別
職
職
員
の
期
末
手
当
の
額
を
引

き
下
げ
る
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
令
和
２
年
12
月
21
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
春
木
伸
一
氏
を

引
き
続
き
同
委
員
に
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

〈
条
　例
〉

○
福
井
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

　費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

　す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　て
　
国
家
公
務
員
及
び
福
井
県
職
員

の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧
告
の
状

況
等
を
考
慮
し
、
議
員
の
期
末
手

当
の
額
を
引
き
下
げ
る
改
定
を
行

う
も
の
で
す
。

〈
意
見
書
の
提
出
〉

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
、
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

○
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
の
遅
れ

　に
伴
う
福
井
県
並
行
在
来
線
準

　備
会
社
に
対
す
る
財
政
支
援
を

　求
め
る
意
見
書

で
８
０
６
億
９
，
２
６
１
万
７

千
円
、
企
業
会
計
で
２
８
０
億

６
，６
０
０
万
１
千
円
と
な
り
、
全

会
計
で
２
，５
５
４
億
３
，６
４
０

万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
の
修
学
旅
行
に
つ

い
て
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
行
き
先
を
県
内
に

変
更
し
た
場
合
に
旅
行
代
金
の
一

部
を
支
援
す
る
「
県
内
修
学
旅
行

支
援
事
業
」、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

を
再
支
給
す
る
「
ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
」、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
返
礼
品
の
送
付

等
に
要
す
る
事
業
費
を
増
額
す
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
」
な
ど

に
、
７
億
３
，４
４
６
万
１
千
円
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
国
家
公
務
員
及
び
福
井

県
職
員
の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧

告
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
職
員
給

与
費
等
を
５
，３
３
３
万
６
千
円
減

額
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

　給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　正
に
つ
い
て

議長室を訪問しました！
　市議会を代表する議長の仕事は、議会の議事運営だけでなく、陳情などに

来られた市民のみなさんのお話をお聞きしたり、各種行事等であいさつを行っ

たりと様々です。そんな議長の執務室をのぞいてみました。

ふくいふくい

No.220　2



今
回
議
決
し
た
主
な
議
案

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、

11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

主
な
議
案

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
令
和
元
年
度
各

会
計
（
一
般
・
特
別
・
企
業
）
決

算
の
認
定
等
に
つ
い
て
審
査
す
る

た
め
、10
月
５
日
、６
日
の
２
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
各

会
計
決
算
の
認
定
等
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
及
び

認
定
し
ま
し
た
。

（
各
会
計
決
算
は
左
記
の
表
参
照
）

条
　
　
例

各
会
計
決
算
の
認
定

人
事
案
件

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

令
和
２
年
度
補
正
予
算

（単位：円）

会計区分

区　分 収　入 支　出 収　支会 計

歳入決算額 歳出決算額
一　般　会　計

特 

別 

会 

計

下水道
事業

ガス
事業

水道
事業

簡易水道
事業

国 民 健 康 保 険
国民健康保険診療所
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
母子父子寡婦福祉資金貸付
競 輪
宅 地 造 成
中 央 卸 売 市 場
駐 車 場
集 落 排 水
地 域 生 活 排 水
福 井 駅 周 辺 整 備

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

106,038,084,211
22,979,185,112

3,274,489
3,548,577,322

25,650,902,564
8,073,565

10,571,673,379
1,212,286,606

753,374,591
56,305,405

785,538,357
192,548,736
439,725,763

172,239,550,100

10,246,235,972
6,171,529,463
3,155,318,008

1,165,094
5,723,191,568

860,067,098
266,873,015
174,143,880

8,477,819,851
9,583,275,263
2,274,812,327
1,151,305,444
4,274,661,365
2,877,043,353

272,328,652
232,557,668

1,768,416,121
△ 3,411,745,800

880,505,681
△ 1,150,140,350

1,448,530,203
△ 2,016,976,255

△ 5,455,637
△ 58,413,788

103,604,780,430
22,721,911,774

2,711,300
3,547,859,028

25,468,887,786
33,432

10,491,448,977
1,194,014,852

753,220,735
47,835,155

785,453,306
187,803,336
439,725,763

169,245,685,874

令和元年度 一般会計・特別会計決算総括表

合　　計

（単位：円）
令和元年度 企業会計決算総括表

●収益的収支：（料金収入等）－（サービスの提供に必要な経費等）
●資本的収支：（企業債等）－（建設改良費や企業債元金償還金等）
●各企業会計の資本的収支における不足額は、消費税資本的収支調整額や損益勘定留保資金などで
　補てんしています。
●消費税を含む金額です。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関

す
る
事
業
等
の
実
施
や
職
員
給
与

費
等
の
改
定
に
よ
り
、
一
般
会
計

で
６
億
８
，１
１
２
万
５
千
円
を
増

額
、
特
別
会
計
で
25
億
３
，４
３
９

万
６
千
円
を
増
額
、
企
業
会
計
で

３
７
２
万
１
千
円
を
減
額
す
る
も

の
で
す
。

　
補
正
後
の
各
会
計
の
予
算
額

は
、
一
般
会
計
で
１
，４
６
６
億

７
，７
７
９
万
１
千
円
、
特
別
会
計

　
国
家
公
務
員
及
び
福
井
県
職
員

の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧
告
の
状

況
等
を
考
慮
し
、福
井
市
常
勤
の
特

別
職
職
員
の
期
末
手
当
の
額
を
引

き
下
げ
る
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
令
和
２
年
12
月
21
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
春
木
伸
一
氏
を

引
き
続
き
同
委
員
に
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

〈
条
　例
〉

○
福
井
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

　費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

　す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　て
　
国
家
公
務
員
及
び
福
井
県
職
員

の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧
告
の
状

況
等
を
考
慮
し
、
議
員
の
期
末
手

当
の
額
を
引
き
下
げ
る
改
定
を
行

う
も
の
で
す
。

〈
意
見
書
の
提
出
〉

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
、
関
係
機
関
に
提
出
し

ま
し
た
。

○
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
の
遅
れ

　に
伴
う
福
井
県
並
行
在
来
線
準

　備
会
社
に
対
す
る
財
政
支
援
を

　求
め
る
意
見
書

で
８
０
６
億
９
，
２
６
１
万
７

千
円
、
企
業
会
計
で
２
８
０
億

６
，６
０
０
万
１
千
円
と
な
り
、
全

会
計
で
２
，５
５
４
億
３
，６
４
０

万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
の
修
学
旅
行
に
つ

い
て
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
行
き
先
を
県
内
に

変
更
し
た
場
合
に
旅
行
代
金
の
一

部
を
支
援
す
る
「
県
内
修
学
旅
行

支
援
事
業
」、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

を
再
支
給
す
る
「
ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
」、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
返
礼
品
の
送
付

等
に
要
す
る
事
業
費
を
増
額
す
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
」
な
ど

に
、
７
億
３
，４
４
６
万
１
千
円
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
国
家
公
務
員
及
び
福
井

県
職
員
の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧

告
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
職
員
給

与
費
等
を
５
，３
３
３
万
６
千
円
減

額
す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

　給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　正
に
つ
い
て

議長室を訪問しました！
　市議会を代表する議長の仕事は、議会の議事運営だけでなく、陳情などに

来られた市民のみなさんのお話をお聞きしたり、各種行事等であいさつを行っ

たりと様々です。そんな議長の執務室をのぞいてみました。

ふくいふくい
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一
般
質
問
要
旨

①｠青木　幹雄（一真会）

②｠皆川　信正（一真会）

③｠野嶋　祐記（志政会）

⑤｠田中　義乃（新生ふくい）

⑥｠津田　かおり（公明党）

⑦｠堀江　廣海（一真会）

⑧｠藤田　諭（志政会）

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、12月７日から９日までの
３日間、26人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

北
陸
新
幹
線
の
工
期
遅
延

と
事
業
費
の
増
大
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
春
開
業
予
定
の
北

陸
新
幹
線
（
金
沢―

敦
賀
間
）

の
工
期
が
１
年
半
程
度
遅
延
し
、

工
事
費
は
２
，８
８
０
億
円
増
大

す
る
と
い
う
鉄
道
・
運
輸
機
構

の
報
告
を
受
け
、
市
長
は
こ
の

事
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行

動
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
福

井
駅
先
行
開
業
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
突
然
の
発
表
に
対
し
、
大
変

遺
憾
で
あ
り
、
強
い
憤
り
を
覚

え
て
い
る
。
こ
の
事
態
を
受
け
、

本
市
は
国
と
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
予
定
ど
お
り
開
業
す
る

よ
う
緊
急
要
望
を
行
っ
た
ほ
か
、

自
民
党
北
陸
新
幹
線
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
出
席
し
、
令

和
５
年
春
開
業
の
実
現
を
再
度

強
く
要
請
し
た
。

　
ま
た
、
福
井
駅
先
行
開
業
に

つ
い
て
は
、
多
額
の
経
費
が
か
か

る
な
ど
課
題
が
多
い
た
め
、
本

市
と
し
て
は
敦
賀
ま
で
の
開
業

が
予
定
ど
お
り
実
現
で
き
る
よ

う
国
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

１ 北陸新幹線整備について
２ コロナ禍における冠婚葬祭について
３ 福井競輪場の今後の展望について

１ 福井市研修センターの廃止に伴う
職業訓練の場の確保及び利用者へ
の代替施設紹介について

２ 月見５丁目の危険な空き家について

１ 第八次福井市総合計画について
２ 財産有効活用民間提案制度について
３ 北陸新幹線について

１ 本市行政のデジタル化について
２ 市庁舎の設備について
３ 道路整備について
４ 河川敷の整備について

１ 中小企業支援について
２ 中心市街地について
３ おいしい福井の冬・お泊りキャン

ペーンについて
４ 福井の餅文化について

１ 環境問題について
２ 児童・生徒１人１台端末の効果的

な活用について
３ 産後のサポートについて

１ コロナ禍における誹謗中傷、風評
被害への対策について

２ コロナ禍における自殺防止対策に
ついて

３ コロナ禍におけるひきこもり対策
について

４ 鳥獣害対策について

⑨｠村田　耕一（市民クラブ）

１ 本市における社会資本整備について
２ 本市のスポーツ政策について
３ 自転車を生かしたまちづくりにつ

いて

⑩｠山田　文葉（日本共産党）

１ 新型コロナウイルス感染症について
２ 小学校教育の充実と学校の統廃合

について
３ 核兵器禁止条約の批准について

１ まちなかの賑わいと郊外のやすら
ぎについて

青木 幹雄
一真会

あおき　みきお
議
員

④｠酒井　良樹（市民クラブ）

⑪｠八田　一以（一真会）

⑫｠伊藤　洋一（志政会）

⑬｠近藤　實（無所属）

⑮｠福野　大輔（一真会）

⑯｠中村　綾菜（無所属）

⑰｠池上　優徳（一真会）

⑱｠菅生　敬一（公明党）

１ 福井市のまちづくりと福井北ジャ
ンクション・インターチェンジ周
辺について

１ 足羽川ダムについて
２ 足羽ポンプ場と周辺の下水道整備

について

１ 人口減少は心や価値の問題について
２ 家庭教育支援について
３ 美山庭球場「ウインク」について
４ 自然史博物館分館セーレンプラネ

ットについて
５ 財政運営について
６ 下水道事業経営戦略と一般会計繰

出金について
７ 下水道事業会計の一般会計繰入金

の清算について
８ 下水道事業会計の決算書について
９ 人件費について
10 総務部長等の人事異動について

１ 移住・定住及び観光の面から見る
空き家の利活用について

２ 福井市のイメージロゴ「福いい
ネ！」について

１ コロナ禍における少子化対策につ
いて

２ コロナ禍における結婚について
３ コロナ禍における米の需要減につ

いて
４ 有害鳥獣対策について

１ ＳＤＧｓについて
２ Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0と「スーパーシ

ティ」構想及びＤＸ（デジタルトラ
ンスフォーメーション）の促進に
ついて

３ 産前産後ケア、子育て支援について

１ プレミアム付商品券について
２ 新学校給食センターについて
３ 学校防災について
４ 学校教育でのＵＤフォントの活用

について

１ 本市の農林水産物の販売戦略につ
いて

２ 地域部活動について

⑭｠水島　秀晃（一真会）

⑲｠寺島　恭也（一真会）

⑳｠奥島　光晴（新生ふくい）

㉑｠玉村　正人（市民クラブ）

㉓｠鈴木　正樹（日本共産党）

㉕｠泉　和弥（新生ふくい）

㉖｠堀川　秀樹（市民クラブ）

１ コロナ禍等での移住・定住及び企
業誘致について

２ 安心・安全で住みよいまちづくり
と登下校について

１ コロナ禍における児童虐待の現状
と課題について

２ 小学校における複式学級の授業に
ついて

３ 橋南地区の浸水対策について

１ すまいるオアシスプラン２０２１
（素案）について

２ 第２次福井市都市交通戦略（素案）
について

１ 第４次福井市障がい者福祉基本計
画（素案）について

２ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向
けた取組について

１ 新型コロナへの対応について
２ 日本学術会議の任命拒否問題につ

いて
３ 北陸新幹線の工事遅延と福井市政

について
４ 森田地区の公立保育園の廃園につ

いて

１ 感染症対策を踏まえた避難所運営
マニュアルの見直しについて

２ 第２次福井市都市交通戦略（素案）
について

㉔｠岩佐　武彦（一真会）

１ 歴史を生かしたまちづくりについて
２ ＪＲ越美北線の利用拡大について
３ ふくい県民応援チームと本市との

関わりについて

１ 深刻化する８０５０問題の現状と
対策について

２ 障がい者雇用における特定求職者
雇用開発助成金の問題点について

３ 福井駅前電車通り北地区Ａ街区市
街地再開発事業において再開発組
合が進めるにぎわい創出案と福井
市が目指すまちづくりの方向性に
ついて

㉒｠榊原　光賀（一真会）

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

一 般 質 問

人
工
呼
吸
を
機
械
が
自
動
的
に
行

う
も
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
ウ

イ
ル
ス
の
飛
散
防
止
が
可
能
と
な

る
ほ
か
、こ
れ
ま
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
等
を
中
断
し
て
搬
送
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
狭
隘
な
空
間
に
お
い

て
も
、
処
置
を
継
続
し
な
が
ら
搬

送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
救

命
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
こ
の
機
械
は
、
救
急
救
命
の

教
育
を
受
け
た
救
急
隊
員
だ
け
が

使
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

《
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
一
式
）》

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

　
　
実
現
に
向
け
た
公
立
学
校
情

報
機
器
購
入
事
業
に
よ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
整
備
に
お
い
て
、
取

得
金
額
は
約
７
億
４
，７
０
０
万
円

で
あ
る
が
、
５
、６
年
後
に
入
れ
替

え
る
と
な
る
と
再
び
７
億
円
程
度

必
要
と
な
る
の
か
。

　
　
今
回
購
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
　
端
末
は
、
５
年
以
上
の
使
用

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た

め
、
一
度
に
入
れ
替
え
る
の
で
は

な
く
計
画
的
に
替
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
入
替
え

に
際
し
て
も
、
国
の
補
助
等
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
要
望
し
て
い
き

た
い
。

《
教
育
費
》

　
　
平
成
29
年
度
か
ら
５
か
年
で

　
　
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
50
％
以
上
を
洋
式
化
す

る
計
画
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
来
年
度
ま
で
に
完

了
で
き
る
の
か
。

　
　
令
和
元
年
度
は
小
学
校
３
校
、

　
　
中
学
校
２
校
で
洋
式
化
を
実

施
し
て
お
り
、
進
捗
率
は
47
・
９
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
28
校

で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
進
捗
率
は
74
・
３
％
と

な
る
。
ま
た
、
整
備
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
計

画
ど
お
り
来
年
度
に
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

《
経
済
対
策
に
つ
い
て
》

　
　
市
内
宿
泊
施
設
の
お
得
な
宿

　
　
泊
ク
ー
ポ
ン
券
を
本
県
及
び

北
陸
新
幹
線
沿
線
県
で
販
売
す
る

「
お
い
し
い
福
井
の
冬
・
お
泊
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
10
月
の
第
１
回
目
に
販

売
し
た
県
内
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

販
売
開
始
か
ら
２
分
で
売
り
切
れ

た
た
め
、県
民
か
ら
不
公
平
感
が
あ

る
と
の
声
が
出
て
い
る
が
、
11
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
２
回
目
の

販
売
で
は
、
各
県
へ
の
配
分
割
合

の
変
更
や
販
売
枚
数
の
追
加
に
つ

い
て
は
検
討
し
な
い
の
か
。

　
　
今
回
の
配
分
に
つ
い
て
は
、北

　
　
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
向
け
、

沿
線
自
治
体
の
住
民
に
越
前
ガ
ニ

を
は
じ
め
と
す
る
福
井
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
観
光

誘
客
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
、
各
県
３
千
枚
ず
つ

と
し
た
が
、
２
回
目
の
販
売
で
も

す
ぐ
に
売
り
切
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
販
売
枚
数
の
増
加

や
県
ご
と
の
配
分
枚
数
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
、
販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、

既
に
新
聞
広
告
で
告
知
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
今
か
ら
抽
選
販
売

や
枚
数
制
限
を
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
今
後
同
様
の
事
業
を

決
算
特
別
委
員
会

建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

問問 答

答

委
員
会
審
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

影
響
対
策
特
別
委
員
会

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
か
ら
、
主
な
質
疑
等

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

（
委
員
会
終
了
順
に
掲
載
）

実
施
す
る
際
は
、
今
回
の
反
省
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
方
法
の
導
入

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
福
井
市
自
動
車
駐
車
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

　
　
本
町
通
り
地
下
駐
車
場
は
、

　
　
以
前
か
ら
大
手
駐
車
場
や
大

手
第
２
駐
車
場
に
比
べ
稼
働
率
の

低
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

何
か
対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
近
く
に
あ
っ
た
映
画
館
が
閉

　
　
館
し
た
こ
と
や
、
周
辺
に
料

金
の
安
い
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
が

相
次
い
で
開
業
し
た
こ
と
を
受
け
、

近
年
、
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。

現
在
、
近
隣
に
新
築
移
転
し
た
金

融
機
関
な
ど
の
企
業
や
事
業
所
に
、

指
定
管
理
者
と
一
緒
に
営
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た

活
動
を
続
け
な
が
ら
、
利
用
者
数

の
回
復
に
努
め
て
い
き
た
い
。

《
消
防
費
》

　
　
新
た
に
配
備
す
る
自
動
心
肺

　
　
蘇
生
器
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
こ
の
機
械
は
誰
で
も

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
　
自
動
心
肺
蘇
生
器
は
、
救
急

　
　
隊
員
が
心
肺
停
止
の
患
者
に

対
し
て
行
う
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

答問 問答

問答

問答 《
福
井
市
自
然
史
博
物
館
分
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

　
　
他
の
公
共
施
設
が
機
能
停
止

　
　
や
廃
止
と
な
る
中
で
、
指
定

管
理
料
を
年
間
約
３
，７
０
０
万
円

増
額
す
る
か
ら
に
は
し
っ
か
り
と

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て「
自

　
　
然
科
学
教
育
の
推
進
」
を
掲

げ
、
福
井
の
子
ど
も
た
ち
に
科
学

を
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
く
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
指
定
管
理
者

か
ら
の
提
案
に
は
、
県
が
実
施
し

て
い
る
福
井
県
民
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
て
い
る
県
内
企
業
等
に
呼
び

か
け
、
こ
れ
ら
の
情
報
や
技
術
を

発
信
す
る
計
画
も
あ
り
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も

う
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
中

心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」
で

は
、
夕
方
以
降
の
時
間
帯
で
の
取

組
と
し
て
科
学
に
興
味
を
持
つ
来

場
者
同
士
が
館
内
で
飲
食
を
し
な

が
ら
語
り
合
う
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
と
い
っ
た
企
画
や
、
駅
前
と

い
う
立
地
を
生
か
し
て
地
元
商
店

街
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
計
画
し
て
い
る
。

教
育
民
生
委
員
会

き
ょ
う
あ
い

ふくいふくい
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一
般
質
問
要
旨

①｠青木　幹雄（一真会）

②｠皆川　信正（一真会）

③｠野嶋　祐記（志政会）

⑤｠田中　義乃（新生ふくい）

⑥｠津田　かおり（公明党）

⑦｠堀江　廣海（一真会）

⑧｠藤田　諭（志政会）

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、12月７日から９日までの
３日間、26人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

北
陸
新
幹
線
の
工
期
遅
延

と
事
業
費
の
増
大
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
春
開
業
予
定
の
北

陸
新
幹
線
（
金
沢―

敦
賀
間
）

の
工
期
が
１
年
半
程
度
遅
延
し
、

工
事
費
は
２
，８
８
０
億
円
増
大

す
る
と
い
う
鉄
道
・
運
輸
機
構

の
報
告
を
受
け
、
市
長
は
こ
の

事
態
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行

動
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
福

井
駅
先
行
開
業
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
突
然
の
発
表
に
対
し
、
大
変

遺
憾
で
あ
り
、
強
い
憤
り
を
覚

え
て
い
る
。
こ
の
事
態
を
受
け
、

本
市
は
国
と
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
予
定
ど
お
り
開
業
す
る

よ
う
緊
急
要
望
を
行
っ
た
ほ
か
、

自
民
党
北
陸
新
幹
線
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
出
席
し
、
令

和
５
年
春
開
業
の
実
現
を
再
度

強
く
要
請
し
た
。

　
ま
た
、
福
井
駅
先
行
開
業
に

つ
い
て
は
、
多
額
の
経
費
が
か
か

る
な
ど
課
題
が
多
い
た
め
、
本

市
と
し
て
は
敦
賀
ま
で
の
開
業

が
予
定
ど
お
り
実
現
で
き
る
よ

う
国
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

１ 北陸新幹線整備について
２ コロナ禍における冠婚葬祭について
３ 福井競輪場の今後の展望について

１ 福井市研修センターの廃止に伴う
職業訓練の場の確保及び利用者へ
の代替施設紹介について

２ 月見５丁目の危険な空き家について

１ 第八次福井市総合計画について
２ 財産有効活用民間提案制度について
３ 北陸新幹線について

１ 本市行政のデジタル化について
２ 市庁舎の設備について
３ 道路整備について
４ 河川敷の整備について

１ 中小企業支援について
２ 中心市街地について
３ おいしい福井の冬・お泊りキャン

ペーンについて
４ 福井の餅文化について

１ 環境問題について
２ 児童・生徒１人１台端末の効果的

な活用について
３ 産後のサポートについて

１ コロナ禍における誹謗中傷、風評
被害への対策について

２ コロナ禍における自殺防止対策に
ついて

３ コロナ禍におけるひきこもり対策
について

４ 鳥獣害対策について

⑨｠村田　耕一（市民クラブ）

１ 本市における社会資本整備について
２ 本市のスポーツ政策について
３ 自転車を生かしたまちづくりにつ

いて

⑩｠山田　文葉（日本共産党）

１ 新型コロナウイルス感染症について
２ 小学校教育の充実と学校の統廃合

について
３ 核兵器禁止条約の批准について

１ まちなかの賑わいと郊外のやすら
ぎについて

青木 幹雄
一真会

あおき　みきお
議
員

④｠酒井　良樹（市民クラブ）

⑪｠八田　一以（一真会）

⑫｠伊藤　洋一（志政会）

⑬｠近藤　實（無所属）

⑮｠福野　大輔（一真会）

⑯｠中村　綾菜（無所属）

⑰｠池上　優徳（一真会）

⑱｠菅生　敬一（公明党）

１ 福井市のまちづくりと福井北ジャ
ンクション・インターチェンジ周
辺について

１ 足羽川ダムについて
２ 足羽ポンプ場と周辺の下水道整備

について

１ 人口減少は心や価値の問題について
２ 家庭教育支援について
３ 美山庭球場「ウインク」について
４ 自然史博物館分館セーレンプラネ

ットについて
５ 財政運営について
６ 下水道事業経営戦略と一般会計繰

出金について
７ 下水道事業会計の一般会計繰入金

の清算について
８ 下水道事業会計の決算書について
９ 人件費について
10 総務部長等の人事異動について

１ 移住・定住及び観光の面から見る
空き家の利活用について

２ 福井市のイメージロゴ「福いい
ネ！」について

１ コロナ禍における少子化対策につ
いて

２ コロナ禍における結婚について
３ コロナ禍における米の需要減につ

いて
４ 有害鳥獣対策について

１ ＳＤＧｓについて
２ Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0と「スーパーシ

ティ」構想及びＤＸ（デジタルトラ
ンスフォーメーション）の促進に
ついて

３ 産前産後ケア、子育て支援について

１ プレミアム付商品券について
２ 新学校給食センターについて
３ 学校防災について
４ 学校教育でのＵＤフォントの活用

について

１ 本市の農林水産物の販売戦略につ
いて

２ 地域部活動について

⑭｠水島　秀晃（一真会）

⑲｠寺島　恭也（一真会）

⑳｠奥島　光晴（新生ふくい）

㉑｠玉村　正人（市民クラブ）

㉓｠鈴木　正樹（日本共産党）

㉕｠泉　和弥（新生ふくい）

㉖｠堀川　秀樹（市民クラブ）

１ コロナ禍等での移住・定住及び企
業誘致について

２ 安心・安全で住みよいまちづくり
と登下校について

１ コロナ禍における児童虐待の現状
と課題について

２ 小学校における複式学級の授業に
ついて

３ 橋南地区の浸水対策について

１ すまいるオアシスプラン２０２１
（素案）について

２ 第２次福井市都市交通戦略（素案）
について

１ 第４次福井市障がい者福祉基本計
画（素案）について

２ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向
けた取組について

１ 新型コロナへの対応について
２ 日本学術会議の任命拒否問題につ

いて
３ 北陸新幹線の工事遅延と福井市政

について
４ 森田地区の公立保育園の廃園につ

いて

１ 感染症対策を踏まえた避難所運営
マニュアルの見直しについて

２ 第２次福井市都市交通戦略（素案）
について

㉔｠岩佐　武彦（一真会）

１ 歴史を生かしたまちづくりについて
２ ＪＲ越美北線の利用拡大について
３ ふくい県民応援チームと本市との

関わりについて

１ 深刻化する８０５０問題の現状と
対策について

２ 障がい者雇用における特定求職者
雇用開発助成金の問題点について

３ 福井駅前電車通り北地区Ａ街区市
街地再開発事業において再開発組
合が進めるにぎわい創出案と福井
市が目指すまちづくりの方向性に
ついて

㉒｠榊原　光賀（一真会）

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

一 般 質 問

人
工
呼
吸
を
機
械
が
自
動
的
に
行

う
も
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
ウ

イ
ル
ス
の
飛
散
防
止
が
可
能
と
な

る
ほ
か
、こ
れ
ま
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
等
を
中
断
し
て
搬
送
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
狭
隘
な
空
間
に
お
い

て
も
、
処
置
を
継
続
し
な
が
ら
搬

送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
救

命
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
こ
の
機
械
は
、
救
急
救
命
の

教
育
を
受
け
た
救
急
隊
員
だ
け
が

使
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

《
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
一
式
）》

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

　
　
実
現
に
向
け
た
公
立
学
校
情

報
機
器
購
入
事
業
に
よ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
整
備
に
お
い
て
、
取

得
金
額
は
約
７
億
４
，７
０
０
万
円

で
あ
る
が
、
５
、６
年
後
に
入
れ
替

え
る
と
な
る
と
再
び
７
億
円
程
度

必
要
と
な
る
の
か
。

　
　
今
回
購
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
　
端
末
は
、
５
年
以
上
の
使
用

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た

め
、
一
度
に
入
れ
替
え
る
の
で
は

な
く
計
画
的
に
替
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
入
替
え

に
際
し
て
も
、
国
の
補
助
等
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
要
望
し
て
い
き

た
い
。

《
教
育
費
》

　
　
平
成
29
年
度
か
ら
５
か
年
で

　
　
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
50
％
以
上
を
洋
式
化
す

る
計
画
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
来
年
度
ま
で
に
完

了
で
き
る
の
か
。

　
　
令
和
元
年
度
は
小
学
校
３
校
、

　
　
中
学
校
２
校
で
洋
式
化
を
実

施
し
て
お
り
、
進
捗
率
は
47
・
９
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
28
校

で
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
進
捗
率
は
74
・
３
％
と

な
る
。
ま
た
、
整
備
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
計

画
ど
お
り
来
年
度
に
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

《
経
済
対
策
に
つ
い
て
》

　
　
市
内
宿
泊
施
設
の
お
得
な
宿

　
　
泊
ク
ー
ポ
ン
券
を
本
県
及
び

北
陸
新
幹
線
沿
線
県
で
販
売
す
る

「
お
い
し
い
福
井
の
冬
・
お
泊
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
10
月
の
第
１
回
目
に
販

売
し
た
県
内
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、

販
売
開
始
か
ら
２
分
で
売
り
切
れ

た
た
め
、県
民
か
ら
不
公
平
感
が
あ

る
と
の
声
が
出
て
い
る
が
、
11
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
２
回
目
の

販
売
で
は
、
各
県
へ
の
配
分
割
合

の
変
更
や
販
売
枚
数
の
追
加
に
つ

い
て
は
検
討
し
な
い
の
か
。

　
　
今
回
の
配
分
に
つ
い
て
は
、北

　
　
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
向
け
、

沿
線
自
治
体
の
住
民
に
越
前
ガ
ニ

を
は
じ
め
と
す
る
福
井
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
観
光

誘
客
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
、
各
県
３
千
枚
ず
つ

と
し
た
が
、
２
回
目
の
販
売
で
も

す
ぐ
に
売
り
切
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
販
売
枚
数
の
増
加

や
県
ご
と
の
配
分
枚
数
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一

方
で
、
販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、

既
に
新
聞
広
告
で
告
知
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
今
か
ら
抽
選
販
売

や
枚
数
制
限
を
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
今
後
同
様
の
事
業
を

決
算
特
別
委
員
会

建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

問問 答

答

委
員
会
審
査

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等

影
響
対
策
特
別
委
員
会

各
委
員
会
の
委
員
長
報

告
か
ら
、
主
な
質
疑
等

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

（
委
員
会
終
了
順
に
掲
載
）

実
施
す
る
際
は
、
今
回
の
反
省
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
方
法
の
導
入

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
福
井
市
自
動
車
駐
車
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

　
　
本
町
通
り
地
下
駐
車
場
は
、

　
　
以
前
か
ら
大
手
駐
車
場
や
大

手
第
２
駐
車
場
に
比
べ
稼
働
率
の

低
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

何
か
対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
近
く
に
あ
っ
た
映
画
館
が
閉

　
　
館
し
た
こ
と
や
、
周
辺
に
料

金
の
安
い
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
が

相
次
い
で
開
業
し
た
こ
と
を
受
け
、

近
年
、
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。

現
在
、
近
隣
に
新
築
移
転
し
た
金

融
機
関
な
ど
の
企
業
や
事
業
所
に
、

指
定
管
理
者
と
一
緒
に
営
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た

活
動
を
続
け
な
が
ら
、
利
用
者
数

の
回
復
に
努
め
て
い
き
た
い
。

《
消
防
費
》

　
　
新
た
に
配
備
す
る
自
動
心
肺

　
　
蘇
生
器
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
こ
の
機
械
は
誰
で
も

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
　
自
動
心
肺
蘇
生
器
は
、
救
急

　
　
隊
員
が
心
肺
停
止
の
患
者
に

対
し
て
行
う
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

答問 問答

問答

問答 《
福
井
市
自
然
史
博
物
館
分
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

　
　
他
の
公
共
施
設
が
機
能
停
止

　
　
や
廃
止
と
な
る
中
で
、
指
定

管
理
料
を
年
間
約
３
，７
０
０
万
円

増
額
す
る
か
ら
に
は
し
っ
か
り
と

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て「
自

　
　
然
科
学
教
育
の
推
進
」
を
掲

げ
、
福
井
の
子
ど
も
た
ち
に
科
学

を
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
く
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。
指
定
管
理
者

か
ら
の
提
案
に
は
、
県
が
実
施
し

て
い
る
福
井
県
民
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
て
い
る
県
内
企
業
等
に
呼
び

か
け
、
こ
れ
ら
の
情
報
や
技
術
を

発
信
す
る
計
画
も
あ
り
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も

う
一
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
中

心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」
で

は
、
夕
方
以
降
の
時
間
帯
で
の
取

組
と
し
て
科
学
に
興
味
を
持
つ
来

場
者
同
士
が
館
内
で
飲
食
を
し
な

が
ら
語
り
合
う
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
と
い
っ
た
企
画
や
、
駅
前
と

い
う
立
地
を
生
か
し
て
地
元
商
店

街
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
計
画
し
て
い
る
。

教
育
民
生
委
員
会

き
ょ
う
あ
い

ふくいふくい
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ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
と
郊
外
の

や
す
ら
ぎ
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
第
２
次
福
井
市

都
市
交
通
戦
略
の
素
案
が
示
さ

れ
た
が
、
郊
外
部
の
暮
ら
し
や

す
さ
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
寄

与
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
拠

点
の
形
成
や
便
利
な
公
共
交
通

を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

の
か
。

　
第
２
次
交
通
戦
略
で
は
、
地

域
拠
点
を
設
定
し
、
そ
の
圏
域

内
で
の
日
常
生
活
を
支
え
る
機

能
の
誘
導
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
と
も
に
、
地
域
拠
点
に
接
続

す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
を
整
備

し
、
各
地
区
か
ら
地
域
拠
点
へ

移
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
と
市
中
心
部
を

結
ぶ
拠
点
と
し
て
、
地
域
拠
点

の
ほ
か
に
、
主
要
な
駅
や
バ
ス

停
、
総
合
病
院
や
大
型
商
業
施

設
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
相
互

や
自
家
用
車
、
自
転
車
か
ら
の

乗
り
継
ぎ
に
適
し
た
14
か
所
を

乗
継
拠
点
に
設
定
し
、
移
動
の

し
や
す
さ
を
向
上
さ
せ
る
取
組

を
推
進
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

堀江 廣海
一真会

ほりえ　ひろみ
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

自
転
車
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

　
人
や
環
境
に
優
し
い
自
転
車

の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
る
。
県
内
に
は
広
域
的
な
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
自
転
車

の
利
用
促
進
に
向
け
、
県
や
嶺

北
地
域
の
自
治
体
と
広
域
連
携

し
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
県
が
嶺
北
地
域
に
設
置
し
て

い
る
10
か
所
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
等
の
う
ち
、
本
市
に
は
永

平
寺
福
井
自
転
車
道
等
の
３

ル
ー
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
県
や
近
隣
市
町
と
48
か
所

の
自
転
車
の
駅
を
設
置
し
、
昨

年
度
は
国
や
県
、
近
隣
市
町
、

企
業
等
と
連
携
し
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
今

後
は
、
引
き
続
き
県
や
近
隣
市

町
と
連
携
し
走
行
ル
ー
ト
や
ト

イ
レ
、
観
光
地
の
見
ど
こ
ろ
な

ど
を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
を
充
実
さ

せ
広
報
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
自
転
車
の
駅
を
設
置
す
る
な

ど
の
取
組
も
進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

村田 耕一
市民クラブ

むらた　こういち
議
員

福
井
市
研
修
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

に
伴
う
職
業
訓
練
の
場
の
確
保

及
び
代
替
施
設
に
つ
い
て

　
研
修
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴

う
新
た
な
職
業
訓
練
の
場
の
確

保
に
つ
い
て
、
利
用
日
時
や
教

材
の
出
し
入
れ
等
に
関
す
る
課

題
を
３
月
ま
で
に
責
任
を
持
っ

て
解
決
す
べ
き
と
考
え
る
が
市

の
見
解
は
。
ま
た
、
年
間
約
７

万
人
の
利
用
者
へ
の
代
替
施
設

の
紹
介
は
市
の
責
任
で
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
や

職
業
訓
練
団
体
と
現
状
の
確
認

や
条
件
の
す
り
合
わ
せ
を
行
っ

て
お
り
、
令
和
２
年
11
月
に
は

県
と
市
で
移
転
に
向
け
た
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
共
有

し
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
今
後
も
県
や
団
体
と

協
議
を
進
め
な
が
ら
、
４
月
に

は
新
た
な
拠
点
で
活
動
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
代
替
施
設
に
つ
い
て

は
、
団
体
向
け
に
開
催
し
た
説

明
会
に
お
い
て
紹
介
し
て
お
り
、

今
後
も
代
替
施
設
に
関
す
る
個

別
の
問
合
せ
に
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

皆川 信正
一真会

みながわ　のぶまさ
議
員

濃
厚
接
触
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
０
円
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
濃
厚
接
触
者
と
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
る
場
合
、
診
察

料
や
検
体
採
取
料
、
院
内
ト
リ

ア
ー
ジ
実
施
料
な
ど
の
自
己
負

担
が
あ
る
。
本
市
で
も
敦
賀
市

と
同
じ
よ
う
に
必
要
な
費
用
は

市
で
負
担
し
、
自
己
負
担
額
０

円
で
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
備
え
て
、
発
熱
等
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
地
域
の
医
療

機
関
に
連
絡
し
た
上
で
受
診
し
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
診
断
に
必
要
な
検

査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
検
査
料
を
除
く
保
険
診
療
分

は
自
己
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
る
。

　
濃
厚
接
触
者
等
に
対
し
て
検

査
日
時
を
調
整
す
る
際
に
は
、

自
己
負
担
を
伴
う
こ
と
を
引
き

続
き
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を

求
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

山田 文葉
日本共産党

やまだ　ふみは
議
員

第
八
次
福
井
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

　
第
八
次
総
合
計
画
の
計
画
期

間
は
何
年
か
。
ま
た
、
計
画
の

策
定
に
当
た
り
、
審
議
会
委
員

の
人
選
や
人
数
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
加
え
て
、

具
体
的
な
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

実
施
計
画
の
策
定
や
新
年
度
当

初
予
算
編
成
へ
の
影
響
に
つ
い

て
伺
う
。

　
計
画
期
間
は
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
５
年
間

と
し
、
審
議
会
委
員
は
市
議
会

議
員
や
学
識
経
験
者
、
関
係
行

政
機
関
の
職
員
な
ど
か
ら
30
人

程
度
を
委
嘱
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
審
議
会

を
開
催
し
、
夏
頃
に
答
申
を
頂

い
た
上
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
12
月
定
例
会

に
議
案
を
提
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、

策
定
中
の
実
施
計
画
の
内
容
を

踏
ま
え
て
編
成
す
る
た
め
厳
し

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
が
、

部
局
間
の
連
携
を
密
に
し
、
実

効
性
の
あ
る
計
画
策
定
及
び
予

算
編
成
に
取
り
組
む
。

質

　
　問

回

　
　答

野嶋 祐記
志政会

のじま　 ゆうき
議
員

脱
ハ
ン
コ
の
取
組
に
つ
い
て

　
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
手
続
で
の

押
印
を
原
則
廃
止
す
る
方
針
で

あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て
押
印

を
必
要
と
す
る
申
請
書
や
手
続

の
う
ち
、
既
に
押
印
を
廃
止
、

ま
た
は
廃
止
す
る
予
定
の
文
書

は
ど
の
分
野
で
ど
の
程
度
あ
る

の
か
。

　
現
在
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市

に
提
出
い
た
だ
く
申
請
書
類
等

は
約
４
，２
０
０
様
式
あ
り
、
そ

の
う
ち
約
６
０
０
様
式
が
押
印

不
要
と
な
っ
て
い
る
。今
後
は
、法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も

の
な
ど
を
除
い
た
約
３
，８
０
０

様
式
を
見
直
し
の
対
象
と
し
て

調
査
・
検
討
し
、
今
年
度
末
ま

で
に
対
応
方
法
を
取
り
ま
と
め

た
上
で
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

酒井 良樹
市民クラブ

さかい　 よしき
議
員

田中 義乃
新生ふくい

たなか　よしのり
議
員

福
井
の
餅
文
化
発
信
に
つ
い
て

　
本
市
の
お
餅
の
消
費
量
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
お
餅
屋
さ

ん
が
伝
統
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
店
の
名
物
と
な
る
特
徴
の

あ
る
お
餅
を
作
っ
て
い
る
。
特

に
、
黒
蜜
と
き
な
粉
の
あ
べ
か

わ
餅
は
福
井
県
独
自
の
も
の
で

あ
り
、
水
よ
う
か
ん
と
同
様
に

福
井
の
特
産
品
と
し
て
売
り
出

す
可
能
性
と
全
国
へ
の
餅
文
化

発
信
に
つ
い
て
伺
う
。

　
福
井
で
は
身
近
な
食
べ
物
と

し
て
餅
文
化
が
発
展
し
、
黒
蜜

と
き
な
粉
の
あ
べ
か
わ
餅
は
福

井
特
有
の
文
化
と
な
っ
て
い
る
。

　
西
武
福
井
店
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
物
産
展
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
あ
べ
か
わ
餅
を
販
売

し
、
多
く
の
方
々
に
堪
能
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
福

井
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
も

期
間
・
数
量
限
定
で
販
売
し
好

評
を
得
て
お
り
、
福
井
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
向
け
、

餅
文
化
も
含
め
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
魅
力
あ
る
商
品
の
認

知
度
向
上
、
販
路
拡
大
を
進
め

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

　
最
近
の
「
狂
暴
化
す
る
気
象
」

を
見
る
に
つ
け
、
地
球
の
温
暖

化
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
痛
感
す
る
。
中
核
市
で

あ
る
本
市
が
県
内
17
市
町
の
中

で
い
ち
早
く
「
２
０
５
０
年
Ｃ

Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
宣
言
」
を

表
明
し
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築

に
向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

　
本
年
度
策
定
予
定
の
第
４
次

福
井
市
環
境
基
本
計
画
に
お
い

て
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
表

記
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

な
ど
具
体
的
な
取
組
を
行
い
、

次
世
代
に
誇
れ
る
「
環
境
に
や

さ
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
・
ふ

く
い
」
の
実
現
を
目
指
し
、
計

画
期
間
内
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
宣
言
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。 質

　
　問

回

　
　答

津田 かおり
公明党

つだ　かおり
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
殺

防
止
対
策
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
福
井
市
自
殺
対

策
計
画
の
下
、
様
々
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
自
殺
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
の
自
殺
者
数
は
、
平
成

29
年
45
人
、
平
成
30
年
39
人
、

令
和
元
年
37
人
と
減
少
し
て
い

た
が
、
令
和
２
年
は
10
月
末
現

在
で
29
人
と
前
年
同
月
末
に
比

べ
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今

年
度
は
精
神
科
医
師
や
弁
護
士

等
の
専
門
職
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
相
談
に
応
じ
る
、
悩
み
ご
と

総
合
相
談
会
を
年
４
回
に
拡
充

し
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

た
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

を
月
１
回
実
施
し
、
心
の
不
安

の
軽
減
や
鬱
病
等
へ
の
早
期
対

応
を
図
っ
て
い
る
。
市
民
か
ら

の
電
話
等
に
よ
る
相
談
に
は
随

時
対
応
し
、
医
療
等
の
必
要
性

を
判
断
し
た
場
合
は
、
専
門
機

関
に
つ
な
ぐ
等
の
対
応
を
取
っ

て
い
る
。

　
今
後
も
保
健
、
医
療
、
福
祉
、

教
育
、
労
働
そ
の
他
関
係
団
体

と
現
状
や
課
題
の
整
理
、
分
析

を
行
う
な
ど
連
携
強
化
を
図
り
、

自
殺
対
策
の
取
組
を
推
進
し
て

い
く
。 質

　
　問

回

　
　答

藤田 諭
志政会

ふじた　 さとし
議
員

八田 一以
一真会

はった　 いちい
議
員

福
井
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
福
井

北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
つ
い
て

　
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ・
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

開
発
や
産
業
拠
点
づ
く
り
を
県

と
調
整
し
て
推
進
す
る
よ
う
期

待
す
る
が
、
本
市
の
所
見
は
。

　
ま
た
、
東
藤
島
地
区
内
の
勝

山
街
道
の
拡
幅
事
業
を
第
八
次

福
井
市
総
合
計
画
の
「
都
市
計

画
道
路
整
備
事
業
」
の
最
優
先

事
業
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
当
該
区
域
内
で
は
物
流
施
設

が
操
業
を
開
始
し
た
ほ
か
、
工

場
等
の
立
地
に
向
け
た
土
地
利

用
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
る
案

件
も
あ
る
。
今
後
も
、
産
業
用

地
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
県

の
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら

土
地
利
用
調
整
を
行
い
、
企
業

立
地
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
勝
山
街
道
の
う
ち
都

市
計
画
道
路
松
岡
菅
谷
線
の
東

藤
島
地
区
に
お
け
る
未
整
備
区

間
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路

の
規
格
等
を
改
め
て
整
理
す
る

必
要
が
あ
り
、
交
通
量
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
第
八
次

福
井
市
総
合
計
画
に
計
上
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

ふくいふくい
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ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
と
郊
外
の

や
す
ら
ぎ
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
第
２
次
福
井
市

都
市
交
通
戦
略
の
素
案
が
示
さ

れ
た
が
、
郊
外
部
の
暮
ら
し
や

す
さ
の
改
善
に
ど
の
よ
う
に
寄

与
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
拠

点
の
形
成
や
便
利
な
公
共
交
通

を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

の
か
。

　
第
２
次
交
通
戦
略
で
は
、
地

域
拠
点
を
設
定
し
、
そ
の
圏
域

内
で
の
日
常
生
活
を
支
え
る
機

能
の
誘
導
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
と
も
に
、
地
域
拠
点
に
接
続

す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
を
整
備

し
、
各
地
区
か
ら
地
域
拠
点
へ

移
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
と
市
中
心
部
を

結
ぶ
拠
点
と
し
て
、
地
域
拠
点

の
ほ
か
に
、
主
要
な
駅
や
バ
ス

停
、
総
合
病
院
や
大
型
商
業
施

設
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
相
互

や
自
家
用
車
、
自
転
車
か
ら
の

乗
り
継
ぎ
に
適
し
た
14
か
所
を

乗
継
拠
点
に
設
定
し
、
移
動
の

し
や
す
さ
を
向
上
さ
せ
る
取
組

を
推
進
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

堀江 廣海
一真会

ほりえ　ひろみ
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

自
転
車
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

　
人
や
環
境
に
優
し
い
自
転
車

の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
る
。
県
内
に
は
広
域
的
な
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
自
転
車

の
利
用
促
進
に
向
け
、
県
や
嶺

北
地
域
の
自
治
体
と
広
域
連
携

し
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
県
が
嶺
北
地
域
に
設
置
し
て

い
る
10
か
所
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
等
の
う
ち
、
本
市
に
は
永

平
寺
福
井
自
転
車
道
等
の
３

ル
ー
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
県
や
近
隣
市
町
と
48
か
所

の
自
転
車
の
駅
を
設
置
し
、
昨

年
度
は
国
や
県
、
近
隣
市
町
、

企
業
等
と
連
携
し
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
今

後
は
、
引
き
続
き
県
や
近
隣
市

町
と
連
携
し
走
行
ル
ー
ト
や
ト

イ
レ
、
観
光
地
の
見
ど
こ
ろ
な

ど
を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
を
充
実
さ

せ
広
報
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
自
転
車
の
駅
を
設
置
す
る
な

ど
の
取
組
も
進
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

村田 耕一
市民クラブ

むらた　こういち
議
員

福
井
市
研
修
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

に
伴
う
職
業
訓
練
の
場
の
確
保

及
び
代
替
施
設
に
つ
い
て

　
研
修
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴

う
新
た
な
職
業
訓
練
の
場
の
確

保
に
つ
い
て
、
利
用
日
時
や
教

材
の
出
し
入
れ
等
に
関
す
る
課

題
を
３
月
ま
で
に
責
任
を
持
っ

て
解
決
す
べ
き
と
考
え
る
が
市

の
見
解
は
。
ま
た
、
年
間
約
７

万
人
の
利
用
者
へ
の
代
替
施
設

の
紹
介
は
市
の
責
任
で
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
や

職
業
訓
練
団
体
と
現
状
の
確
認

や
条
件
の
す
り
合
わ
せ
を
行
っ

て
お
り
、
令
和
２
年
11
月
に
は

県
と
市
で
移
転
に
向
け
た
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
共
有

し
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
今
後
も
県
や
団
体
と

協
議
を
進
め
な
が
ら
、
４
月
に

は
新
た
な
拠
点
で
活
動
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
代
替
施
設
に
つ
い
て

は
、
団
体
向
け
に
開
催
し
た
説

明
会
に
お
い
て
紹
介
し
て
お
り
、

今
後
も
代
替
施
設
に
関
す
る
個

別
の
問
合
せ
に
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

皆川 信正
一真会

みながわ　のぶまさ
議
員

濃
厚
接
触
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
０
円
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
濃
厚
接
触
者
と
し
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
る
場
合
、
診
察

料
や
検
体
採
取
料
、
院
内
ト
リ

ア
ー
ジ
実
施
料
な
ど
の
自
己
負

担
が
あ
る
。
本
市
で
も
敦
賀
市

と
同
じ
よ
う
に
必
要
な
費
用
は

市
で
負
担
し
、
自
己
負
担
額
０

円
で
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
備
え
て
、
発
熱
等
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
地
域
の
医
療

機
関
に
連
絡
し
た
上
で
受
診
し
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
診
断
に
必
要
な
検

査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
検
査
料
を
除
く
保
険
診
療
分

は
自
己
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
る
。

　
濃
厚
接
触
者
等
に
対
し
て
検

査
日
時
を
調
整
す
る
際
に
は
、

自
己
負
担
を
伴
う
こ
と
を
引
き

続
き
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を

求
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

山田 文葉
日本共産党

やまだ　ふみは
議
員

第
八
次
福
井
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

　
第
八
次
総
合
計
画
の
計
画
期

間
は
何
年
か
。
ま
た
、
計
画
の

策
定
に
当
た
り
、
審
議
会
委
員

の
人
選
や
人
数
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
加
え
て
、

具
体
的
な
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

実
施
計
画
の
策
定
や
新
年
度
当

初
予
算
編
成
へ
の
影
響
に
つ
い

て
伺
う
。

　
計
画
期
間
は
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
５
年
間

と
し
、
審
議
会
委
員
は
市
議
会

議
員
や
学
識
経
験
者
、
関
係
行

政
機
関
の
職
員
な
ど
か
ら
30
人

程
度
を
委
嘱
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
審
議
会

を
開
催
し
、
夏
頃
に
答
申
を
頂

い
た
上
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
12
月
定
例
会

に
議
案
を
提
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、

策
定
中
の
実
施
計
画
の
内
容
を

踏
ま
え
て
編
成
す
る
た
め
厳
し

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
が
、

部
局
間
の
連
携
を
密
に
し
、
実

効
性
の
あ
る
計
画
策
定
及
び
予

算
編
成
に
取
り
組
む
。

質

　
　問

回

　
　答

野嶋 祐記
志政会

のじま　 ゆうき
議
員

脱
ハ
ン
コ
の
取
組
に
つ
い
て

　
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
手
続
で
の

押
印
を
原
則
廃
止
す
る
方
針
で

あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て
押
印

を
必
要
と
す
る
申
請
書
や
手
続

の
う
ち
、
既
に
押
印
を
廃
止
、

ま
た
は
廃
止
す
る
予
定
の
文
書

は
ど
の
分
野
で
ど
の
程
度
あ
る

の
か
。

　
現
在
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市

に
提
出
い
た
だ
く
申
請
書
類
等

は
約
４
，２
０
０
様
式
あ
り
、
そ

の
う
ち
約
６
０
０
様
式
が
押
印

不
要
と
な
っ
て
い
る
。今
後
は
、法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も

の
な
ど
を
除
い
た
約
３
，８
０
０

様
式
を
見
直
し
の
対
象
と
し
て

調
査
・
検
討
し
、
今
年
度
末
ま

で
に
対
応
方
法
を
取
り
ま
と
め

た
上
で
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

酒井 良樹
市民クラブ

さかい　 よしき
議
員

田中 義乃
新生ふくい

たなか　よしのり
議
員

福
井
の
餅
文
化
発
信
に
つ
い
て

　
本
市
の
お
餅
の
消
費
量
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
お
餅
屋
さ

ん
が
伝
統
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
店
の
名
物
と
な
る
特
徴
の

あ
る
お
餅
を
作
っ
て
い
る
。
特

に
、
黒
蜜
と
き
な
粉
の
あ
べ
か

わ
餅
は
福
井
県
独
自
の
も
の
で

あ
り
、
水
よ
う
か
ん
と
同
様
に

福
井
の
特
産
品
と
し
て
売
り
出

す
可
能
性
と
全
国
へ
の
餅
文
化

発
信
に
つ
い
て
伺
う
。

　
福
井
で
は
身
近
な
食
べ
物
と

し
て
餅
文
化
が
発
展
し
、
黒
蜜

と
き
な
粉
の
あ
べ
か
わ
餅
は
福

井
特
有
の
文
化
と
な
っ
て
い
る
。

　
西
武
福
井
店
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
物
産
展
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
あ
べ
か
わ
餅
を
販
売

し
、
多
く
の
方
々
に
堪
能
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
福

井
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
も

期
間
・
数
量
限
定
で
販
売
し
好

評
を
得
て
お
り
、
福
井
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
向
け
、

餅
文
化
も
含
め
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
魅
力
あ
る
商
品
の
認

知
度
向
上
、
販
路
拡
大
を
進
め

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

　
最
近
の
「
狂
暴
化
す
る
気
象
」

を
見
る
に
つ
け
、
地
球
の
温
暖

化
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
痛
感
す
る
。
中
核
市
で

あ
る
本
市
が
県
内
17
市
町
の
中

で
い
ち
早
く
「
２
０
５
０
年
Ｃ

Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
宣
言
」
を

表
明
し
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築

に
向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

　
本
年
度
策
定
予
定
の
第
４
次

福
井
市
環
境
基
本
計
画
に
お
い

て
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
排
出

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
表

記
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

な
ど
具
体
的
な
取
組
を
行
い
、

次
世
代
に
誇
れ
る
「
環
境
に
や

さ
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
・
ふ

く
い
」
の
実
現
を
目
指
し
、
計

画
期
間
内
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
宣
言
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。 質

　
　問

回

　
　答

津田 かおり
公明党

つだ　かおり
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
殺

防
止
対
策
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
福
井
市
自
殺
対

策
計
画
の
下
、
様
々
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
自
殺
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
の
自
殺
者
数
は
、
平
成

29
年
45
人
、
平
成
30
年
39
人
、

令
和
元
年
37
人
と
減
少
し
て
い

た
が
、
令
和
２
年
は
10
月
末
現

在
で
29
人
と
前
年
同
月
末
に
比

べ
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今

年
度
は
精
神
科
医
師
や
弁
護
士

等
の
専
門
職
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
相
談
に
応
じ
る
、
悩
み
ご
と

総
合
相
談
会
を
年
４
回
に
拡
充

し
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

た
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

を
月
１
回
実
施
し
、
心
の
不
安

の
軽
減
や
鬱
病
等
へ
の
早
期
対

応
を
図
っ
て
い
る
。
市
民
か
ら

の
電
話
等
に
よ
る
相
談
に
は
随

時
対
応
し
、
医
療
等
の
必
要
性

を
判
断
し
た
場
合
は
、
専
門
機

関
に
つ
な
ぐ
等
の
対
応
を
取
っ

て
い
る
。

　
今
後
も
保
健
、
医
療
、
福
祉
、

教
育
、
労
働
そ
の
他
関
係
団
体

と
現
状
や
課
題
の
整
理
、
分
析

を
行
う
な
ど
連
携
強
化
を
図
り
、

自
殺
対
策
の
取
組
を
推
進
し
て

い
く
。 質

　
　問

回

　
　答

藤田 諭
志政会

ふじた　 さとし
議
員

八田 一以
一真会

はった　 いちい
議
員

福
井
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
福
井

北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
つ
い
て

　
福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ・
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

開
発
や
産
業
拠
点
づ
く
り
を
県

と
調
整
し
て
推
進
す
る
よ
う
期

待
す
る
が
、
本
市
の
所
見
は
。

　
ま
た
、
東
藤
島
地
区
内
の
勝

山
街
道
の
拡
幅
事
業
を
第
八
次

福
井
市
総
合
計
画
の
「
都
市
計

画
道
路
整
備
事
業
」
の
最
優
先

事
業
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
当
該
区
域
内
で
は
物
流
施
設

が
操
業
を
開
始
し
た
ほ
か
、
工

場
等
の
立
地
に
向
け
た
土
地
利

用
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
る
案

件
も
あ
る
。
今
後
も
、
産
業
用

地
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
県

の
関
係
部
局
と
連
携
し
な
が
ら

土
地
利
用
調
整
を
行
い
、
企
業

立
地
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
勝
山
街
道
の
う
ち
都

市
計
画
道
路
松
岡
菅
谷
線
の
東

藤
島
地
区
に
お
け
る
未
整
備
区

間
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路

の
規
格
等
を
改
め
て
整
理
す
る

必
要
が
あ
り
、
交
通
量
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
第
八
次

福
井
市
総
合
計
画
に
計
上
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

ふくいふくい
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人
口
減
少
は
「
心
や
価
値
の

問
題
」
に
つ
い
て

　
東
京
都
立
大
学
の
山
下
祐
介

教
授
は
「
人
口
減
少
は
心
や
価

値
の
問
題
で
あ
り
、
教
育
が
鍵

を
握
る
。
小
・
中
学
校
は
市
町

村
が
現
場
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
そ
の
通
り
だ
と
考
え
る
。

小
・
中
学
校
で
結
婚
の
価
値
に

つ
い
て
の
前
向
き
な
教
育
や
取
組

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
学
校
で
は
、
家
庭
科
の
授
業

に
お
い
て
は
家
族
の
一
員
と
し
て

の
関
わ
り
方
を
、
保
健
体
育
の

授
業
に
お
い
て
は
第
二
次
性
徴
に

関
す
る
妊
娠
の
仕
組
み
等
を
教

え
て
い
る
。
自
己
の
生
き
方
を

見
詰
め
、
結
婚
を
含
め
て
将
来

設
計
を
考
え
る
こ
と
も
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
つ
と
し
て
考
え
、
児

童
・
生
徒
が
自
分
自
身
の
将
来

を
主
体
的
に
設
計
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

近藤 實
無所属

こんどう　みのる
議
員

移
住
・
定
住
と
観
光
の
面
か
ら

見
る
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
移
住
者
・
定
住
者
へ
の
空
き

家
購
入
費
や
家
賃
の
補
助
等
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
農
業
、
林
業
、
水
産

業
に
従
事
し
な
が
ら
田
舎
暮
ら

し
を
し
た
い
と
い
う
都
会
の
若
い

世
代
に
対
す
る
空
き
家
を
利
活

用
し
た
移
住
促
進
策
は
。

　
空
き
家
の
購
入
補
助
に
つ
い
て

は
、
１
棟
当
た
り
居
住
環
境
再

構
築
区
域
で
は
60
万
円
、
そ
れ

以
外
の
区
域
で
は
30
万
円
で
あ

る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
に
つ
い
て

は
、
対
象
工
事
費
の
５
分
の
１
で

上
限
額
は
居
住
環
境
再
構
築
区

域
で
は
60
万
円
、
そ
れ
以
外
の

区
域
で
は
30
万
円
で
あ
る
。
家

賃
補
助
に
つ
い
て
は
、
月
額
家
賃

の
３
分
の
１
で
上
限
額
は
２
万
５

千
円
、
補
助
期
間
は
最
大
24
か

月
間
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
住
促
進
策
と
し
て

は
、
移
住
者
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
中
山
間
地
域
の
集
落
等

を
認
定
す
る
事
業
な
ど
が
あ
る
。

認
定
を
受
け
た
集
落
等
で
は
、

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
居

住
体
験
の
実
施
な
ど
、
将
来
的

な
移
住
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

水島 秀晃
一真会

みずしま　ひであき
議
員

足
羽
川
ダ
ム
及
び

足
羽
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
11
月
に
工
事
着
工

し
た
足
羽
川
ダ
ム
は
足
羽
川
、

日
野
川
、
九
頭
竜
川
の
下
流
地

域
に
お
け
る
洪
水
災
害
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
い
る
。
完
成
後

の
相
乗
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

更
新
し
、
供
用
開
始
予
定
の
足

羽
ポ
ン
プ
場
の
整
備
効
果
は
。

　
足
羽
川
で
は
福
井
豪
雨
後
に

県
が
河
床
掘
削
等
を
実
施
し
、

福
井
豪
雨
と
同
規
模
の
雨
に
対

し
て
破
堤
地
点
で
約
１
・
６ｍ
、

ダ
ム
完
成
後
は
さ
ら
に
約
０
・
９

ｍ
の
水
位
低
下
が
見
込
ま
れ
る
。

日
野
川
、
九
頭
竜
川
で
は
河
川

整
備
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

各
事
業
が
完
成
す
る
と
、
お
お

む
ね
八
十
年
に
一
度
の
降
雨
に

対
し
て
平
野
部
で
は
河
川
の
氾

濫
等
に
よ
る
浸
水
被
害
は
な
く

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
新
た
に
整
備
す
る
足

羽
ポ
ン
プ
場
は
、
現
在
の
排
水

能
力
を
約
１
・
８
倍
上
回
り
、

時
間
雨
量
43
・
１㎜
の
降
雨
に
対

応
で
き
る
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
、

ポ
ン
プ
場
と
雨
水
貯
留
管
を
結

ぶ
下
水
道
管
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
木
田
地
区
の
浸
水
被
害
が

大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

伊藤 洋一
志政会

いとう　よういち
議
員

地
域
公
共
交
通
網
の
安
定

運
行
ど
う
守
る
？

　
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、
公
共

交
通
事
業
者
は
、
引
き
続
き
極

め
て
厳
し
い
経
営
状
況
だ
と
思

う
が
、
利
用
者
の
推
移
や
経
営

状
況
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
公
共
交
通
安
定

運
行
維
持
の
た
め
の
財
政
支
援

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
令
和
２
年
10
月
時
点
の
え
ち

ぜ
ん
鉄
道
、
福
井
鉄
道
に
お
け

る
利
用
者
数
は
令
和
元
年
10
月

の
８
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

定
期
の
利
用
は
ほ
ぼ
令
和
元
年

並
み
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
定

期
以
外
の
利
用
は
７
割
程
度
と

聞
い
て
お
り
、
京
福
バ
ス
も
同

様
と
推
測
さ
れ
る
。

　
令
和
２
年
９
月
補
正
予
算
に

よ
る
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
、
福
井
鉄

道
、
京
福
バ
ス
な
ど
へ
の
支
援

額
は
、
各
交
通
事
業
者
の
年
間

減
収
見
込
額
を
基
に
算
定
し
て

い
る
が
、
今
後
、
再
び
緊
急
事

態
宣
言
や
外
出
自
粛
要
請
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
改
め
て
県
、

沿
線
市
町
に
よ
る
支
援
を
検
討
、

協
議
し
て
い
き
た
い
。

質

　
　問

回

　
　答

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

玉村 正人
市民クラブ

たまむら　まさと
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
少
子
化

対
策
に
つ
い
て

　
本
市
の
今
年
度
の
妊
娠
届
出

数
は
昨
年
度
と
比
べ
て
ど
の
程
度

減
少
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を

考
え
て
い
る
人
に
対
す
る
経
済

的
な
支
援
を
拡
充
す
べ
き
と
考

え
る
が
本
市
の
所
見
は
。

　
今
年
度
の
妊
娠
届
出
数
は
、

10
月
末
で
昨
年
度
と
比
べ
１
２
５

件
、
９
・
９
％
減
少
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
度
末
に
第

二
期
福
井
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
整
え
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
活

気
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
妊
娠
期
、

出
産
期
、
子
育
て
期
、
そ
れ
ぞ

れ
の
期
間
を
通
じ
た
切
れ
目
な

い
安
定
的
な
子
育
て
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
一
過
性
の
経
済
的

な
支
援
で
は
な
く
、
長
期
に
わ

た
る
安
定
的
な
子
育
て
支
援
を

手
厚
く
実
施
す
る
こ
と
で
、
結

婚
や
子
育
て
に
夢
を
持
て
る
環

境
を
整
え
、
子
ど
も
を
持
ち
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い

く
。 質

　
　問

回

　
　答

福野 大輔
一真会

ふくの　だいすけ
議
員

コ
ロ
ナ
禍
等
で
の
移
住
・

定
住
に
つ
い
て

　
２
０
１
９
年
度
の
移
住
相
談

件
数
の
集
計
に
お
い
て
、
福
井

県
は
都
道
府
県
別
で
過
去
最
高

の
全
国
７
位
を
記
録
し
、
福
井

へ
の
興
味
は
増
し
て
い
る
と
考

え
る
。

　
本
市
へ
の
移
住
相
談
の
現
状

と
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
成
果
な

ら
び
に
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業

が
遅
延
し
た
場
合
、
移
住
定
住

施
策
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
令
和
２
年

８
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相

談
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
令
和

２
年
10
月
か
ら
は
全
国
か
ら
の

移
住
者
を
対
象
と
し
た
移
住
支

援
金
制
度
の
運
用
を
新
た
に
開

始
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
市
へ

の
移
住
相
談
件
数
は
令
和
２
年

11
月
末
時
点
で
１
４
１
件
と
、

令
和
元
年
度
同
時
期
と
比
較
し

て
約
３
倍
増
加
し
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
よ

る
東
京
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

は
、
移
住
検
討
者
へ
の
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
大
変
有
効

で
あ
り
、
開
業
が
遅
延
し
た
場

合
は
、
ア
ピ
ー
ル
効
果
が
小
さ

く
な
る
こ
と
か
ら
、
移
住
定
住

施
策
へ
の
影
響
は
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

寺島 恭也
一真会

てらしま　きょうや
議
員

産
前
産
後
ケ
ア
と
子
育
て
支

援
の
充
実
を

　
産
後
ケ
ア
事
業
は
今
後
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
産
後
の
身
体
と
心
の

ケ
ア
に
も
対
応
し
、
子
育
て
環

境
へ
の
支
援
も
含
め
た
包
括
的

な
ケ
ア
が
で
き
る
事
業
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
全
て
の
妊
婦
と

面
談
す
る
中
で
、
支
援
が
必
要

な
妊
婦
を
把
握
し
、
産
前
か
ら

の
訪
問
や
電
話
等
に
よ
る
支
援

を
通
し
て
、
産
後
の
状
況
に
応

じ
た
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
必
要
な
方
に
適

切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
産
後
の
育
児
支
援
や
、

子
育
て
家
庭
の
家
事
援
助
な
ど
、

産
後
の
母
親
に
対
し
、
多
面
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
実
施
事
業
所
と
連
携
を
密

に
し
、
必
要
に
応
じ
、
ほ
か
の

子
育
て
支
援
事
業
を
含
め
た
情

報
の
提
供
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
産
後
の

包
括
的
な
ケ
ア
に
努
め
る
。

質

　
　問

回

　
　答

中村 綾菜
無所属

なかむら　あやな
議
員

地
域
部
活
動
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

推
進
本
部
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
、

部
活
動
改
革
に
関
わ
る
具
体
的

な
方
針
の
「
部
活
動
の
段
階
的

な
地
域
移
行
」
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
所
見
は
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
当

た
っ
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
る

た
め
、
国
は
来
年
度
か
ら
休
日

の
地
域
部
活
動
を
推
進
す
る
モ

デ
ル
地
域
を
全
国
に
募
り
、
課

題
を
洗
い
出
し
、
県
や
市
町
、

学
校
や
各
種
連
盟
と
課
題
解
決

の
方
策
を
探
っ
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　
部
活
動
は
教
育
活
動
の
一
環

で
あ
り
、
専
門
的
な
技
術
指
導

だ
け
で
な
く
、
教
育
的
見
地
か

ら
も
適
切
な
指
導
が
で
き
る
人

材
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
指

導
者
へ
の
謝
金
や
活
動
場
所
の

使
用
料
な
ど
の
費
用
が
発
生
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
自
治
体

や
保
護
者
の
費
用
負
担
の
在
り

方
も
課
題
で
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
モ
デ
ル
地
域
で
の
実
践

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

を
基
に
、
県
や
他
市
町
、
学
校

や
各
種
連
盟
等
と
協
議
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
国
や
県
、
モ

デ
ル
地
域
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。 質

　
　問

回

　
　答

池上 優徳
一真会

いけがみ　まさのり
議
員

学
校
防
災
に
つ
い
て

　
宮
城
県
石
巻
市
立
大
川
小
学

校
の
津
波
訴
訟
の
判
決
が
確
定

し
て
１
年
が
た
っ
た
。
教
育
長

は
こ
の
判
決
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の

判
決
を
受
け
て
各
学
校
に
ど
の

よ
う
な
指
示
を
し
た
の
か
。
今

後
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
命
が
失
わ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
判
決
に
は
、

震
災
前
の
学
校
の
防
災
体
制
に

不
備
が
あ
っ
た
と
す
る
内
容
が

あ
っ
た
。
そ
の
判
決
を
重
く
受

け
止
め
、
児
童
・
生
徒
の
命
を

守
る
立
場
と
し
て
、
よ
り
一
層
、

気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
管
理
職
研
修
の

際
に
、
大
川
小
学
校
訴
訟
判
決

の
情
報
共
有
を
行
い
、
学
校
は

災
害
時
の
責
任
を
負
っ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
、
学
校

内
に
お
け
る
指
揮
系
統
の
見
直

し
を
指
示
し
た
。
被
害
想
定
区

域
に
変
更
が
あ
っ
た
な
ど
の
場

合
に
は
、
そ
の
都
度
教
育
委
員

会
か
ら
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
修
正
を
指
示
し
て
お
り
、
今

後
も
関
係
部
局
と
連
携
し
、
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

菅生 敬一
公明党

すごう　 けいいち
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童

虐
待
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
経
済
的
に
も

追
い
詰
め
ら
れ
、
世
帯
収
入
も

大
き
く
減
少
し
家
族
関
係
も
荒

み
、
社
会
的
つ
な
が
り
も
希
薄

に
な
り
孤
独
に
な
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
心
理
的
虐
待
を

受
け
る
の
で
は
と
危
惧
す
る
専

門
家
も
い
る
。
本
市
で
は
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
多

い
関
係
機
関
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
日
頃
か

ら
地
域
の
児
童
委
員
や
学
校
・

保
育
園
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
や
早
期

発
見
に
努
め
て
お
り
、
現
下
の

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
経
済
的
支
援

を
強
化
し
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
や
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
よ
り
そ
い
な
ど
の
関
係
機

関
と
よ
り
一
層
連
携
し
、
家
庭

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
、

児
童
虐
待
防
止
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

奥島 光晴
新生ふくい

おくしま　みつはる
議
員

ふくいふくい
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人
口
減
少
は
「
心
や
価
値
の

問
題
」
に
つ
い
て

　
東
京
都
立
大
学
の
山
下
祐
介

教
授
は
「
人
口
減
少
は
心
や
価

値
の
問
題
で
あ
り
、
教
育
が
鍵

を
握
る
。
小
・
中
学
校
は
市
町

村
が
現
場
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
そ
の
通
り
だ
と
考
え
る
。

小
・
中
学
校
で
結
婚
の
価
値
に

つ
い
て
の
前
向
き
な
教
育
や
取
組

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
学
校
で
は
、
家
庭
科
の
授
業

に
お
い
て
は
家
族
の
一
員
と
し
て

の
関
わ
り
方
を
、
保
健
体
育
の

授
業
に
お
い
て
は
第
二
次
性
徴
に

関
す
る
妊
娠
の
仕
組
み
等
を
教

え
て
い
る
。
自
己
の
生
き
方
を

見
詰
め
、
結
婚
を
含
め
て
将
来

設
計
を
考
え
る
こ
と
も
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
つ
と
し
て
考
え
、
児

童
・
生
徒
が
自
分
自
身
の
将
来

を
主
体
的
に
設
計
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

近藤 實
無所属

こんどう　みのる
議
員

移
住
・
定
住
と
観
光
の
面
か
ら

見
る
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
移
住
者
・
定
住
者
へ
の
空
き

家
購
入
費
や
家
賃
の
補
助
等
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
農
業
、
林
業
、
水
産

業
に
従
事
し
な
が
ら
田
舎
暮
ら

し
を
し
た
い
と
い
う
都
会
の
若
い

世
代
に
対
す
る
空
き
家
を
利
活

用
し
た
移
住
促
進
策
は
。

　
空
き
家
の
購
入
補
助
に
つ
い
て

は
、
１
棟
当
た
り
居
住
環
境
再

構
築
区
域
で
は
60
万
円
、
そ
れ

以
外
の
区
域
で
は
30
万
円
で
あ

る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
に
つ
い
て

は
、
対
象
工
事
費
の
５
分
の
１
で

上
限
額
は
居
住
環
境
再
構
築
区

域
で
は
60
万
円
、
そ
れ
以
外
の

区
域
で
は
30
万
円
で
あ
る
。
家

賃
補
助
に
つ
い
て
は
、
月
額
家
賃

の
３
分
の
１
で
上
限
額
は
２
万
５

千
円
、
補
助
期
間
は
最
大
24
か

月
間
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
住
促
進
策
と
し
て

は
、
移
住
者
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
中
山
間
地
域
の
集
落
等

を
認
定
す
る
事
業
な
ど
が
あ
る
。

認
定
を
受
け
た
集
落
等
で
は
、

空
き
家
を
活
用
し
た
お
試
し
居

住
体
験
の
実
施
な
ど
、
将
来
的

な
移
住
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

水島 秀晃
一真会

みずしま　ひであき
議
員

足
羽
川
ダ
ム
及
び

足
羽
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
11
月
に
工
事
着
工

し
た
足
羽
川
ダ
ム
は
足
羽
川
、

日
野
川
、
九
頭
竜
川
の
下
流
地

域
に
お
け
る
洪
水
災
害
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
い
る
。
完
成
後

の
相
乗
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

更
新
し
、
供
用
開
始
予
定
の
足

羽
ポ
ン
プ
場
の
整
備
効
果
は
。

　
足
羽
川
で
は
福
井
豪
雨
後
に

県
が
河
床
掘
削
等
を
実
施
し
、

福
井
豪
雨
と
同
規
模
の
雨
に
対

し
て
破
堤
地
点
で
約
１
・
６ｍ
、

ダ
ム
完
成
後
は
さ
ら
に
約
０
・
９

ｍ
の
水
位
低
下
が
見
込
ま
れ
る
。

日
野
川
、
九
頭
竜
川
で
は
河
川

整
備
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

各
事
業
が
完
成
す
る
と
、
お
お

む
ね
八
十
年
に
一
度
の
降
雨
に

対
し
て
平
野
部
で
は
河
川
の
氾

濫
等
に
よ
る
浸
水
被
害
は
な
く

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
新
た
に
整
備
す
る
足

羽
ポ
ン
プ
場
は
、
現
在
の
排
水

能
力
を
約
１
・
８
倍
上
回
り
、

時
間
雨
量
43
・
１㎜
の
降
雨
に
対

応
で
き
る
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
、

ポ
ン
プ
場
と
雨
水
貯
留
管
を
結

ぶ
下
水
道
管
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
木
田
地
区
の
浸
水
被
害
が

大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

伊藤 洋一
志政会

いとう　よういち
議
員

地
域
公
共
交
通
網
の
安
定

運
行
ど
う
守
る
？

　
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、
公
共

交
通
事
業
者
は
、
引
き
続
き
極

め
て
厳
し
い
経
営
状
況
だ
と
思

う
が
、
利
用
者
の
推
移
や
経
営

状
況
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
公
共
交
通
安
定

運
行
維
持
の
た
め
の
財
政
支
援

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
令
和
２
年
10
月
時
点
の
え
ち

ぜ
ん
鉄
道
、
福
井
鉄
道
に
お
け

る
利
用
者
数
は
令
和
元
年
10
月

の
８
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

定
期
の
利
用
は
ほ
ぼ
令
和
元
年

並
み
に
戻
り
つ
つ
あ
る
が
、
定

期
以
外
の
利
用
は
７
割
程
度
と

聞
い
て
お
り
、
京
福
バ
ス
も
同

様
と
推
測
さ
れ
る
。

　
令
和
２
年
９
月
補
正
予
算
に

よ
る
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
、
福
井
鉄

道
、
京
福
バ
ス
な
ど
へ
の
支
援

額
は
、
各
交
通
事
業
者
の
年
間

減
収
見
込
額
を
基
に
算
定
し
て

い
る
が
、
今
後
、
再
び
緊
急
事

態
宣
言
や
外
出
自
粛
要
請
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
改
め
て
県
、

沿
線
市
町
に
よ
る
支
援
を
検
討
、

協
議
し
て
い
き
た
い
。

質

　
　問

回

　
　答

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

玉村 正人
市民クラブ

たまむら　まさと
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
少
子
化

対
策
に
つ
い
て

　
本
市
の
今
年
度
の
妊
娠
届
出

数
は
昨
年
度
と
比
べ
て
ど
の
程
度

減
少
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を

考
え
て
い
る
人
に
対
す
る
経
済

的
な
支
援
を
拡
充
す
べ
き
と
考

え
る
が
本
市
の
所
見
は
。

　
今
年
度
の
妊
娠
届
出
数
は
、

10
月
末
で
昨
年
度
と
比
べ
１
２
５

件
、
９
・
９
％
減
少
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
度
末
に
第

二
期
福
井
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
整
え
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
活

気
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
妊
娠
期
、

出
産
期
、
子
育
て
期
、
そ
れ
ぞ

れ
の
期
間
を
通
じ
た
切
れ
目
な

い
安
定
的
な
子
育
て
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
一
過
性
の
経
済
的

な
支
援
で
は
な
く
、
長
期
に
わ

た
る
安
定
的
な
子
育
て
支
援
を

手
厚
く
実
施
す
る
こ
と
で
、
結

婚
や
子
育
て
に
夢
を
持
て
る
環

境
を
整
え
、
子
ど
も
を
持
ち
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い

く
。 質

　
　問

回

　
　答

福野 大輔
一真会

ふくの　だいすけ
議
員

コ
ロ
ナ
禍
等
で
の
移
住
・

定
住
に
つ
い
て

　
２
０
１
９
年
度
の
移
住
相
談

件
数
の
集
計
に
お
い
て
、
福
井

県
は
都
道
府
県
別
で
過
去
最
高

の
全
国
７
位
を
記
録
し
、
福
井

へ
の
興
味
は
増
し
て
い
る
と
考

え
る
。

　
本
市
へ
の
移
住
相
談
の
現
状

と
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
成
果
な

ら
び
に
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業

が
遅
延
し
た
場
合
、
移
住
定
住

施
策
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
令
和
２
年

８
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相

談
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
令
和

２
年
10
月
か
ら
は
全
国
か
ら
の

移
住
者
を
対
象
と
し
た
移
住
支

援
金
制
度
の
運
用
を
新
た
に
開

始
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
市
へ

の
移
住
相
談
件
数
は
令
和
２
年

11
月
末
時
点
で
１
４
１
件
と
、

令
和
元
年
度
同
時
期
と
比
較
し

て
約
３
倍
増
加
し
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
よ

る
東
京
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

は
、
移
住
検
討
者
へ
の
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
大
変
有
効

で
あ
り
、
開
業
が
遅
延
し
た
場

合
は
、
ア
ピ
ー
ル
効
果
が
小
さ

く
な
る
こ
と
か
ら
、
移
住
定
住

施
策
へ
の
影
響
は
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

寺島 恭也
一真会

てらしま　きょうや
議
員

産
前
産
後
ケ
ア
と
子
育
て
支

援
の
充
実
を

　
産
後
ケ
ア
事
業
は
今
後
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
産
後
の
身
体
と
心
の

ケ
ア
に
も
対
応
し
、
子
育
て
環

境
へ
の
支
援
も
含
め
た
包
括
的

な
ケ
ア
が
で
き
る
事
業
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
本
市
で
は
、
全
て
の
妊
婦
と

面
談
す
る
中
で
、
支
援
が
必
要

な
妊
婦
を
把
握
し
、
産
前
か
ら

の
訪
問
や
電
話
等
に
よ
る
支
援

を
通
し
て
、
産
後
の
状
況
に
応

じ
た
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
必
要
な
方
に
適

切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
産
後
の
育
児
支
援
や
、

子
育
て
家
庭
の
家
事
援
助
な
ど
、

産
後
の
母
親
に
対
し
、
多
面
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
実
施
事
業
所
と
連
携
を
密

に
し
、
必
要
に
応
じ
、
ほ
か
の

子
育
て
支
援
事
業
を
含
め
た
情

報
の
提
供
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
産
後
の

包
括
的
な
ケ
ア
に
努
め
る
。

質

　
　問

回

　
　答

中村 綾菜
無所属

なかむら　あやな
議
員

地
域
部
活
動
に
つ
い
て

　
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

推
進
本
部
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
、

部
活
動
改
革
に
関
わ
る
具
体
的

な
方
針
の
「
部
活
動
の
段
階
的

な
地
域
移
行
」
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
所
見
は
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
当

た
っ
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
る

た
め
、
国
は
来
年
度
か
ら
休
日

の
地
域
部
活
動
を
推
進
す
る
モ

デ
ル
地
域
を
全
国
に
募
り
、
課

題
を
洗
い
出
し
、
県
や
市
町
、

学
校
や
各
種
連
盟
と
課
題
解
決

の
方
策
を
探
っ
て
い
く
と
し
て

い
る
。

　
部
活
動
は
教
育
活
動
の
一
環

で
あ
り
、
専
門
的
な
技
術
指
導

だ
け
で
な
く
、
教
育
的
見
地
か

ら
も
適
切
な
指
導
が
で
き
る
人

材
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
指

導
者
へ
の
謝
金
や
活
動
場
所
の

使
用
料
な
ど
の
費
用
が
発
生
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
自
治
体

や
保
護
者
の
費
用
負
担
の
在
り

方
も
課
題
で
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
モ
デ
ル
地
域
で
の
実
践

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

を
基
に
、
県
や
他
市
町
、
学
校

や
各
種
連
盟
等
と
協
議
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
国
や
県
、
モ

デ
ル
地
域
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。 質

　
　問

回

　
　答

池上 優徳
一真会

いけがみ　まさのり
議
員

学
校
防
災
に
つ
い
て

　
宮
城
県
石
巻
市
立
大
川
小
学

校
の
津
波
訴
訟
の
判
決
が
確
定

し
て
１
年
が
た
っ
た
。
教
育
長

は
こ
の
判
決
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の

判
決
を
受
け
て
各
学
校
に
ど
の

よ
う
な
指
示
を
し
た
の
か
。
今

後
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
命
が
失
わ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
判
決
に
は
、

震
災
前
の
学
校
の
防
災
体
制
に

不
備
が
あ
っ
た
と
す
る
内
容
が

あ
っ
た
。
そ
の
判
決
を
重
く
受

け
止
め
、
児
童
・
生
徒
の
命
を

守
る
立
場
と
し
て
、
よ
り
一
層
、

気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
管
理
職
研
修
の

際
に
、
大
川
小
学
校
訴
訟
判
決

の
情
報
共
有
を
行
い
、
学
校
は

災
害
時
の
責
任
を
負
っ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
、
学
校

内
に
お
け
る
指
揮
系
統
の
見
直

し
を
指
示
し
た
。
被
害
想
定
区

域
に
変
更
が
あ
っ
た
な
ど
の
場

合
に
は
、
そ
の
都
度
教
育
委
員

会
か
ら
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
修
正
を
指
示
し
て
お
り
、
今

後
も
関
係
部
局
と
連
携
し
、
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

菅生 敬一
公明党

すごう　 けいいち
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童

虐
待
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
経
済
的
に
も

追
い
詰
め
ら
れ
、
世
帯
収
入
も

大
き
く
減
少
し
家
族
関
係
も
荒

み
、
社
会
的
つ
な
が
り
も
希
薄

に
な
り
孤
独
に
な
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
心
理
的
虐
待
を

受
け
る
の
で
は
と
危
惧
す
る
専

門
家
も
い
る
。
本
市
で
は
、
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
多

い
関
係
機
関
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
日
頃
か

ら
地
域
の
児
童
委
員
や
学
校
・

保
育
園
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
や
早
期

発
見
に
努
め
て
お
り
、
現
下
の

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
経
済
的
支
援

を
強
化
し
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
や
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
よ
り
そ
い
な
ど
の
関
係
機

関
と
よ
り
一
層
連
携
し
、
家
庭

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
、

児
童
虐
待
防
止
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

奥島 光晴
新生ふくい

おくしま　みつはる
議
員

ふくいふくい
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福
井
市
障
が
い
者
福
祉
基
本

計
画（
素
案
）に
つ
い
て

　
発
達
障
が
い
児
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
、
第
１
期
障
が
い
児
福

祉
計
画
期
間
中
の
実
績
を
見
る

と
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
数
と
利
用
日
数
が
か

な
り
増
え
て
お
り
、
計
画
と
実

績
の
数
値
に
大
き
な
差
が
生
じ

て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
等
の
計
画
と
実
績
と
に
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

３
年
前
の
計
画
策
定
段
階
に
お

い
て
、
新
規
の
利
用
者
数
が
３

年
間
で
30
人
増
加
す
る
と
見
込

ん
で
い
た
が
、
実
際
は
約
２
８
０

人
増
加
し
て
い
る
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
保
護

者
の
発
達
障
が
い
に
対
す
る
理

解
が
進
み
、
診
断
を
受
け
る
児

童
の
増
加
と
障
害
児
通
所
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
の
利
用
拡
大

に
つ
い
て

　
開
業
60
年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｒ
越

美
北
線
の
利
用
拡
大
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
利
用
促
進
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
各
駅
に
お
い
て
案
内

看
板
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ

イ
ド
駐
車
場
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　
越
美
北
線
の
利
用
促
進
の
た

め
、
関
係
団
体
、
市
民
の
代
表

及
び
沿
線
自
治
体
と
共
に
、
福

井
・
大
野
市
民
を
対
象
に
、
越

美
北
線
を
利
用
し
た
ツ
ア
ー
の

開
催
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
道
の

駅
九
頭
竜
で
使
え
る
買
い
物
補

助
券
の
配
布
、
九
頭
竜
新
緑
・

紅
葉
ま
つ
り
に
合
わ
せ
た
臨
時

列
車
の
運
行
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
第
２
次
都
市
交
通
戦

略
に
お
い
て
は
、
駅
の
見
え
る

化
の
取
組
と
し
て
、
鉄
道
駅
へ

の
案
内
サ
イ
ン
等
の
整
備
を
施

策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備

は
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
越
美
北
線
の
駅
に

お
い
て
も
、
関
係
者
と
協
議
し

利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

榊原 光賀
一真会

さかきばら　みつよし
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

岩佐 武彦
一真会

いわさ　たけひこ
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
る

た
め
中
小
業
者
支
援
を

　
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
な

ど
中
小
業
者
へ
の
給
付
を
強
め

る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
特
に
市
競
輪
場
の
食

堂
な
ど
の
み
な
し
法
人
は
、
実

態
は
自
営
業
者
だ
が
持
続
化
給

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
み

な
し
法
人
も
、
実
態
に
応
じ
て

持
続
化
給
付
金
の
対
象
と
す
る

よ
う
政
府
に
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
企
業
の
経

営
に
つ
い
て
は
今
後
も
厳
し
い

状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
中
核
市
市
長
会
に
お

い
て
、
持
続
化
給
付
金
の
支
援

の
迅
速
化
、
給
付
対
象
要
件
の

緩
和
、
継
続
的
な
給
付
を
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
み
な
し
法
人
に
つ
い

て
は
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事

業
者
が
個
別
に
給
付
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
申
請
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
、
個
別
の
事
業
者
が
申
請

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

鈴木 正樹
日本共産党

すすき　しょうじゅ
議
員

避
難
場
所
の
提
供
に
関
す
る

協
定
や
災
害
時
応
援
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
８
月
に
大
野
市
の

企
業
と
地
区
防
災
会
が
、
豪
雨

な
ど
の
浸
水
被
害
で
住
民
が
指

定
避
難
所
に
避
難
で
き
な
い
場

合
、
社
屋
を
一
時
避
難
場
所
と

し
て
提
供
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。

本
市
で
も
市
の
１
次
避
難
所
は

遠
く
て
歩
い
て
い
け
な
い
、
近
く

に
つ
く
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
の

声
が
あ
る
。
本
市
で
の
取
組
を

伺
う
。

　
既
に
７
地
区
が
民
間
企
業
等

と
避
難
場
所
の
提
供
等
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
現

在
３
地
区
で
協
議
中
で
あ
る
。

　
地
域
と
民
間
企
業
等
と
の
避

難
場
所
の
提
供
に
関
す
る
協
定

締
結
は
、
避
難
所
で
の
混
雑
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
ほ

か
、
地
域
住
民
の
迅
速
な
避
難

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
協
定

締
結
に
伴
う
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

泉 和弥
新生ふくい

いずみ　かずや
議
員

チ
ア
ダ
ン
ス
専
用
ホ
ー
ル
の

整
備
に
つ
い
て

　
福
井
商
業
高
校
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
」
の
活
躍

は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

原
作
に
も
な
る
な
ど
全
国
的
に

知
名
度
も
高
い
。

　
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
に
チ
ア

ダ
ン
ス
の
専
用
ホ
ー
ル
を
設
け
、

再
開
発
の
目
玉
と
し
て
は
ど
う

か
。

　
福
井
駅
前
電
車
通
り
北
地
区

Ａ
街
区
の
商
業
部
会
で
は
、

フ
ー
ド
ホ
ー
ル
の
計
画
が
進
ん

で
い
る
た
め
、Ａ
街
区
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
計
画
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
厳
し
い

と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は

映
画
や
ド
ラ
マ
「
チ
ア
・
ダ
ン
」

で
全
国
的
な
知
名
度
が
高
く
、

福
井
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と

捉
え
て
お
り
、
ホ
ー
ル
の
設
置

を
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
各
再
開

発
事
業
の
関
係
者
等
と
協
議
し

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

堀川 秀樹
市民クラブ

ほりかわ　 ひでき
議
員

令和元年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
令和元年度福井市ガス事業会計決算の認定について
令和元年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
令和元年度福井市簡易水道事業会計決算の認定について
令和２年度福井市一般会計補正予算
令和２年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
令和２年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和２年度福井市介護保険特別会計補正予算
令和２年度福井市競輪特別会計補正予算
すかっとランド九頭竜の設置及び管理に関する条例の一部改正について
すこやかドームの設置及び管理に関する条例の一部改正について
福井市学校設置条例の一部改正について
福井市研修センターの設置及び管理に関する条例の廃止について
福井市みやま長寿そば道場「ごっつおさん亭」の設置及び管理に関する条例の廃止について
福井市そば工房木ごころの設置及び管理に関する条例の廃止について
福井市治水記念館の設置及び管理に関する条例の廃止について
財産の取得について（タブレット端末一式）
財産の取得について（タブレット保管庫一式）
福井市自動車駐車場の指定管理者の指定について
福井市一乗谷朝倉氏遺跡復原町並の指定管理者の指定について
福井市自然史博物館分館の指定管理者の指定について
福井市東山健康運動公園の指定管理者の指定について
福井市少年自然の家の指定管理者の指定について
財産の処分について（旧福井市ジュニアグラウンド）
令和２年度福井市一般会計補正予算
令和２年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
令和２年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和２年度福井市介護保険特別会計補正予算
令和２年度福井市競輪特別会計補正予算
令和２年度福井市宅地造成特別会計補正予算
令和２年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算
令和２年度福井市集落排水特別会計補正予算
令和２年度福井市地域生活排水特別会計補正予算
令和２年度福井市ガス事業清算特別会計補正予算
令和２年度福井市下水道事業会計補正予算
令和２年度福井市水道事業会計補正予算
令和２年度福井市簡易水道事業会計補正予算
福井市職員の給与に関する条例及び福井市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
福井市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について
令和２年度福井市一般会計補正予算
令和２年度福井市一般会計補正予算
教育委員会委員の任命について
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度福井市一般会計補正予算）
弾力条項適用の報告について（令和２年度福井市競輪特別会計）
専決処分の報告について（工事請負契約の変更について）
福井市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
北陸新幹線敦賀開業の遅れに伴う福井県並行在来線準備会社に対する財政支援を求める意見書について

11月30日
〃
〃
〃
〃

12月17日
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

11月30日
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

12月17日
〃
〃

11月30日
〃
〃

12月17日

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
同意
承認
受理
〃

原案可決
〃

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

第 92 号議案
第 93 号議案
第 94 号議案
第 95 号議案
第 96 号議案
第 97 号議案
第 98 号議案
第 99 号議案
第 100 号議案
第 101 号議案
第 102 号議案
第 103 号議案
第 104 号議案
第 105 号議案
第 106 号議案
第 107 号議案
第 108 号議案
第 109 号議案
第 110 号議案
第 111 号議案
第 112 号議案
第 113 号議案
第 114 号議案
第 115 号議案
第 116 号議案
第 117 号議案
第 118 号議案
第 119 号議案
第 120 号議案
第 121 号議案
第 122 号議案
第 123 号議案
第 124 号議案
第 125 号議案
第 126 号議案
第 127 号議案
第 128 号議案
第 129 号議案
第 130 号議案
第 131 号議案
第 132 号議案
第 133 号議案
第 134 号議案
第 32 号報告
第 33 号報告
第 34 号報告
市会案第８号
市会案第９号

（ 12 月定例会） 議案等の審議結果

※原則議長（見谷喜代三）は採決に加わりません。賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対 退 …退席

認定

原案可決及び認定

原案可決

原案可決

原案可決

承認

原案可決

原案可決

不採択

不採択

第 92､94､96 号 議 案
第 93､95 号 議 案
第 97､113 号 議 案
第105～107､111､115号議案
第117～132号議案
第　32 号　報　告
市　会　案　第　８　号
市　会　案　第　９　号
請 願 第 ５、６ 号
請 願 第 ７ 号

請願･陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

75 歳以上の医療費窓口負担２割化の検討中止を求める意見書提出について
日本学術会議の任命拒否を撤回し、105名全員の任命を求める意見書提出について
日本政府に「核兵器禁止条約」への参加・署名・批准を求める意見書提出について

12月17日
〃
〃

不採択
〃
〃

●
●
●
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請願第  ６  号
請願第  ７  号
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－
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－
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賛
賛
賛
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賛
賛
賛
賛
賛

審議

結果
議案番号

会派名
議員名 近

藤

　實

中
村

　綾
菜

山
田

　文
葉

鈴
木

　正
樹

泉

　
　和
弥

田
中

　義
乃

奥
島

　光
晴

津
田

　か
お
り

菅
生

　敬
一

下
畑

　健
二

伊
藤

　洋
一

藤
田

　諭

野
嶋

　祐
記

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

酒
井

　良
樹

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

堀
川

　秀
樹

岩
佐

　武
彦

榊
原

　光
賀

寺
島

　恭
也

水
島

　秀
晃

池
上

　優
徳

福
野

　大
輔

八
田

　一
以

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

青
木

　幹
雄

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

志政会 新生ふくい 無所属一真会 公明党 日　本
共産党市民クラブ

（ 12 月定例会） 請願・陳情等の審議結果

ふくいふくい
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議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

福
井
市
障
が
い
者
福
祉
基
本

計
画（
素
案
）に
つ
い
て

　
発
達
障
が
い
児
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
、
第
１
期
障
が
い
児
福

祉
計
画
期
間
中
の
実
績
を
見
る

と
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
数
と
利
用
日
数
が
か

な
り
増
え
て
お
り
、
計
画
と
実

績
の
数
値
に
大
き
な
差
が
生
じ

て
い
る
が
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
等
の
計
画
と
実
績
と
に
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

３
年
前
の
計
画
策
定
段
階
に
お

い
て
、
新
規
の
利
用
者
数
が
３

年
間
で
30
人
増
加
す
る
と
見
込

ん
で
い
た
が
、
実
際
は
約
２
８
０

人
増
加
し
て
い
る
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
保
護

者
の
発
達
障
が
い
に
対
す
る
理

解
が
進
み
、
診
断
を
受
け
る
児

童
の
増
加
と
障
害
児
通
所
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
の
利
用
拡
大

に
つ
い
て

　
開
業
60
年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｒ
越

美
北
線
の
利
用
拡
大
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
利
用
促
進
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
各
駅
に
お
い
て
案
内

看
板
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ

イ
ド
駐
車
場
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　
越
美
北
線
の
利
用
促
進
の
た

め
、
関
係
団
体
、
市
民
の
代
表

及
び
沿
線
自
治
体
と
共
に
、
福

井
・
大
野
市
民
を
対
象
に
、
越

美
北
線
を
利
用
し
た
ツ
ア
ー
の

開
催
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
道
の

駅
九
頭
竜
で
使
え
る
買
い
物
補

助
券
の
配
布
、
九
頭
竜
新
緑
・

紅
葉
ま
つ
り
に
合
わ
せ
た
臨
時

列
車
の
運
行
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
第
２
次
都
市
交
通
戦

略
に
お
い
て
は
、
駅
の
見
え
る

化
の
取
組
と
し
て
、
鉄
道
駅
へ

の
案
内
サ
イ
ン
等
の
整
備
を
施

策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備

は
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
越
美
北
線
の
駅
に

お
い
て
も
、
関
係
者
と
協
議
し

利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

榊原 光賀
一真会

さかきばら　みつよし
議
員

※各議員の二次元コードをスマートフォンなどで読み取ると、一般質問の動画をご覧いただけます。

岩佐 武彦
一真会

いわさ　たけひこ
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
る

た
め
中
小
業
者
支
援
を

　
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給
な

ど
中
小
業
者
へ
の
給
付
を
強
め

る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
特
に
市
競
輪
場
の
食

堂
な
ど
の
み
な
し
法
人
は
、
実

態
は
自
営
業
者
だ
が
持
続
化
給

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
み

な
し
法
人
も
、
実
態
に
応
じ
て

持
続
化
給
付
金
の
対
象
と
す
る

よ
う
政
府
に
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
企
業
の
経

営
に
つ
い
て
は
今
後
も
厳
し
い

状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
中
核
市
市
長
会
に
お

い
て
、
持
続
化
給
付
金
の
支
援

の
迅
速
化
、
給
付
対
象
要
件
の

緩
和
、
継
続
的
な
給
付
を
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
み
な
し
法
人
に
つ
い

て
は
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
事

業
者
が
個
別
に
給
付
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
申
請
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
、
個
別
の
事
業
者
が
申
請

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質

　
　問

回

　
　答

鈴木 正樹
日本共産党

すすき　しょうじゅ
議
員

避
難
場
所
の
提
供
に
関
す
る

協
定
や
災
害
時
応
援
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
８
月
に
大
野
市
の

企
業
と
地
区
防
災
会
が
、
豪
雨

な
ど
の
浸
水
被
害
で
住
民
が
指

定
避
難
所
に
避
難
で
き
な
い
場

合
、
社
屋
を
一
時
避
難
場
所
と

し
て
提
供
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。

本
市
で
も
市
の
１
次
避
難
所
は

遠
く
て
歩
い
て
い
け
な
い
、
近
く

に
つ
く
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
の

声
が
あ
る
。
本
市
で
の
取
組
を

伺
う
。

　
既
に
７
地
区
が
民
間
企
業
等

と
避
難
場
所
の
提
供
等
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
現

在
３
地
区
で
協
議
中
で
あ
る
。

　
地
域
と
民
間
企
業
等
と
の
避

難
場
所
の
提
供
に
関
す
る
協
定

締
結
は
、
避
難
所
で
の
混
雑
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
ほ

か
、
地
域
住
民
の
迅
速
な
避
難

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
協
定

締
結
に
伴
う
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

泉 和弥
新生ふくい

いずみ　かずや
議
員

チ
ア
ダ
ン
ス
専
用
ホ
ー
ル
の

整
備
に
つ
い
て

　
福
井
商
業
高
校
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
」
の
活
躍

は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

原
作
に
も
な
る
な
ど
全
国
的
に

知
名
度
も
高
い
。

　
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
に
チ
ア

ダ
ン
ス
の
専
用
ホ
ー
ル
を
設
け
、

再
開
発
の
目
玉
と
し
て
は
ど
う

か
。

　
福
井
駅
前
電
車
通
り
北
地
区

Ａ
街
区
の
商
業
部
会
で
は
、

フ
ー
ド
ホ
ー
ル
の
計
画
が
進
ん

で
い
る
た
め
、Ａ
街
区
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
計
画
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
厳
し
い

と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は

映
画
や
ド
ラ
マ
「
チ
ア
・
ダ
ン
」

で
全
国
的
な
知
名
度
が
高
く
、

福
井
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と

捉
え
て
お
り
、
ホ
ー
ル
の
設
置

を
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
各
再
開

発
事
業
の
関
係
者
等
と
協
議
し

て
い
く
。

質

　
　問

回

　
　答

堀川 秀樹
市民クラブ

ほりかわ　 ひでき
議
員

令和元年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について
令和元年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
令和元年度福井市ガス事業会計決算の認定について
令和元年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
令和元年度福井市簡易水道事業会計決算の認定について
令和２年度福井市一般会計補正予算
令和２年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
令和２年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和２年度福井市介護保険特別会計補正予算
令和２年度福井市競輪特別会計補正予算
すかっとランド九頭竜の設置及び管理に関する条例の一部改正について
すこやかドームの設置及び管理に関する条例の一部改正について
福井市学校設置条例の一部改正について
福井市研修センターの設置及び管理に関する条例の廃止について
福井市みやま長寿そば道場「ごっつおさん亭」の設置及び管理に関する条例の廃止について
福井市そば工房木ごころの設置及び管理に関する条例の廃止について
福井市治水記念館の設置及び管理に関する条例の廃止について
財産の取得について（タブレット端末一式）
財産の取得について（タブレット保管庫一式）
福井市自動車駐車場の指定管理者の指定について
福井市一乗谷朝倉氏遺跡復原町並の指定管理者の指定について
福井市自然史博物館分館の指定管理者の指定について
福井市東山健康運動公園の指定管理者の指定について
福井市少年自然の家の指定管理者の指定について
財産の処分について（旧福井市ジュニアグラウンド）
令和２年度福井市一般会計補正予算
令和２年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
令和２年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
令和２年度福井市介護保険特別会計補正予算
令和２年度福井市競輪特別会計補正予算
令和２年度福井市宅地造成特別会計補正予算
令和２年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算
令和２年度福井市集落排水特別会計補正予算
令和２年度福井市地域生活排水特別会計補正予算
令和２年度福井市ガス事業清算特別会計補正予算
令和２年度福井市下水道事業会計補正予算
令和２年度福井市水道事業会計補正予算
令和２年度福井市簡易水道事業会計補正予算
福井市職員の給与に関する条例及び福井市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
福井市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について
令和２年度福井市一般会計補正予算
令和２年度福井市一般会計補正予算
教育委員会委員の任命について
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度福井市一般会計補正予算）
弾力条項適用の報告について（令和２年度福井市競輪特別会計）
専決処分の報告について（工事請負契約の変更について）
福井市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
北陸新幹線敦賀開業の遅れに伴う福井県並行在来線準備会社に対する財政支援を求める意見書について

11月30日
〃
〃
〃
〃

12月17日
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

11月30日
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

12月17日
〃
〃

11月30日
〃
〃

12月17日

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

同意
承認
受理
〃

原案可決
〃

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

第 92 号議案
第 93 号議案
第 94 号議案
第 95 号議案
第 96 号議案
第 97 号議案
第 98 号議案
第 99 号議案
第 100 号議案
第 101 号議案
第 102 号議案
第 103 号議案
第 104 号議案
第 105 号議案
第 106 号議案
第 107 号議案
第 108 号議案
第 109 号議案
第 110 号議案
第 111 号議案
第 112 号議案
第 113 号議案
第 114 号議案
第 115 号議案
第 116 号議案
第 117 号議案
第 118 号議案
第 119 号議案
第 120 号議案
第 121 号議案
第 122 号議案
第 123 号議案
第 124 号議案
第 125 号議案
第 126 号議案
第 127 号議案
第 128 号議案
第 129 号議案
第 130 号議案
第 131 号議案
第 132 号議案
第 133 号議案
第 134 号議案
第 32 号報告
第 33 号報告
第 34 号報告
市会案第８号
市会案第９号

（ 12 月定例会） 議案等の審議結果

※原則議長（見谷喜代三）は採決に加わりません。賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対 退 …退席

認定

原案可決及び認定

原案可決

原案可決

原案可決

承認

原案可決

原案可決

不採択

不採択

第 92､94､96 号 議 案
第 93､95 号 議 案
第 97､113 号 議 案
第105～107､111､115号議案
第117～132号議案
第　32 号　報　告
市　会　案　第　８　号
市　会　案　第　９　号
請 願 第 ５、６ 号
請 願 第 ７ 号

請願･陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（●印の賛否状況は下部に掲載）

75 歳以上の医療費窓口負担２割化の検討中止を求める意見書提出について
日本学術会議の任命拒否を撤回し、105名全員の任命を求める意見書提出について
日本政府に「核兵器禁止条約」への参加・署名・批准を求める意見書提出について

12月17日
〃
〃

不採択
〃
〃

●
●
●

請願第  ５  号
請願第  ６  号
請願第  ７  号

反
反
反
反
反
反
反
反
反
反

反
反
反
反
反
反
反
反
反
反

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
反
賛
反
賛
反
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
退

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

審議

結果
議案番号

会派名
議員名 近

藤

　實

中
村

　綾
菜

山
田

　文
葉

鈴
木

　正
樹

泉

　
　和
弥

田
中

　義
乃

奥
島

　光
晴

津
田

　か
お
り

菅
生

　敬
一

下
畑

　健
二

伊
藤

　洋
一

藤
田

　諭

野
嶋

　祐
記

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

酒
井

　良
樹

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

堀
川

　秀
樹

岩
佐

　武
彦

榊
原

　光
賀

寺
島

　恭
也

水
島

　秀
晃

池
上

　優
徳

福
野

　大
輔

八
田

　一
以

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

青
木

　幹
雄

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

志政会 新生ふくい 無所属一真会 公明党 日　本
共産党市民クラブ

（ 12 月定例会） 請願・陳情等の審議結果

ふくいふくい
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再生紙を
使用しています。

ベジタブルインクを
使用しています。

決算特別委員会（～６日）
全国競輪主催地議会議長会役員会（書面議決）
北信越市議会議長会理事会（書面議決）
北信越市議会議長会評議員会（書面議決）
令和２年度中核市議会議長会第２回総会（書面議決）
第127回全国競輪主催地議会議長会臨時総会（書面議決）
福井県市町議会議員合同研修会
新型コロナウイルス等影響対策特別委員会
議会運営委員会
定例福井県市町総合事務組合議会
第49回福井県自治会館組合議会定例会
福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会
福井県市議会議長会中央要望活動（～５日）（東京都）
全国市議会議長会 第221回理事会・第109回評議員会合同会議
全国市議会議員互助会 第４回代議員会
福井市議会市内視察
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会 議会運営等懇話会（あわら市）
議会運営委員会、議員全員協議会
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会 議員全員協議会、
第179回定例会（あわら市）

10月５日
６日
８日
19日
21日
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議員全員協議会、本会議

議会運営委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

総務委員会、建設委員会

教育民生委員会、
経済企業委員会

議会運営委員会

議員全員協議会、本会議

11月30日

12月１日
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議会日誌 （令和 2年 10 ～ 12 月） 12 月定例会
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編 集 後 記

お問い合わせお問い合わせ

次回は

日程は
ホームページに

掲載します

　　　　　  です
３月定例会

特

集

記

事

　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４回
（３・６・９・12月）開催される定例会で審議されますので、提出時
期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わせください。

請願・陳情等の提出について

なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル121ch
で生中継及び録画放送されます。

傍聴をご希望される方へ

新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止に向けて、一定の間隔を確保してご着席いただく
ため、当分の間、傍聴席への入場を下記のとおり制限させていただきます。
・議場：40人まで　うち車イス4席（本会議及び議員全員協議会など）
・各委員会室：2人まで（常任委員会など）
※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装でお越しいただくことをおすすめします。

　12 月定例会では、議場において
全員がマスク着用やソーシャル
ディスタンスを保つことに加えて、

新たに演壇等への飛沫感染防止用アクリル板の設置や発言
者ごとの消毒など、徹底した新型コロナウイルス感染予防
策を講じました。
　一般質問では26人もの議員が質問を行い、感染症対策の
ほか、北陸新幹線整備や再開発事業、地域振興策など多岐に
わたる分野において活発な議論が行われました。今後も市
民の皆様のために、議会活動を通して市政発展のために尽
力致してまいります。

（藤田・伊藤）

議会事務局 庶務課0776‐20‐5506

傍聴して
みませんか

一般質問の録画映像を
スマートフォンやタブレット端末で

ご覧いただけます。

市議会ＨＰはこちらから

本会議

常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会

傍聴できる会議

定員97人　うち車イス６席

総務、建設、教育民生、経済企業

新型コロナウイルス等影響対策、予算

一般質問ページにおいて、各議員の顔写
真欄にある二次元コードをスマートフォン
やタブレット端末から読み取ると、その議
員の一般質問の動画がご覧
いただけます。

ふくい

福井市議会　日程 検索
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